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カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z
概
念
に
関
し
て
、
我
々
は
次
の
三
点
を
指
摘
し
う
る
。
①
我
々
理
性
的
存
在
者

、
、
、
、
、
、
、

は
、
経
験
的
所
与
表
象
を
限
定
す
る
思
惟
の
具
体
的
な
働
き
に
即
し
つ
つ
、
自
己
活
動
性
（
自
発
性
）
を
純
粋
に
知
的
に
(
i
n
t
e
l
l
e
k
t
u
e
l
l
)
、

ま
た
直
接
的
に
意
識
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
働
き
の
意
識
に
は
、
感
性
的
に
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
従
っ
て
経
験
的
実
在
性
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
自
己
の
実
在
的
な
存
在
の
意
識
、
即
ち
自
己
の
叡
智
的
な

(
i
n
t
e
l
l
i
g
i
b
e
l
)

存
在
の
知
的
直
接
的
意
識
が
常
に

傍
点
筆
者
）
、

不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
同
時
に
意
識
し
て
い
る
存
在
者
が
、
第
一
義
的
な
意
味
に
お
い
て

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
称
さ
れ
る
。

、
、
、

皿
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
い
る
主
体
は
あ
く
ま
で
も
個
体
で
あ
る
。
血
そ
れ
故
、
純
粋
統
覚
が
巳
）
e
r
i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
形
式
的
規

範
的
意
識
と
し
て
成
立
し
う
る
た
め
に
は
、

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
「
こ
の
私
の
意
識
を
他
の
物
へ
と
転
移
す
る
こ
と
」

(
A
3
4
7
1
1
 B
4
0
5
 |
|
l
 

し
か
も
「
我
々
の
意
識
の
定
式

(
F
o
r
m
e
l
)
」（
A
§
5
4ー
|
ー
傍
点
筆
者
）
、

い
う
表
現
」

(
A
3
5
5
)

を
転
移
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
個
別
的
意
識
主
体
が
他
我
一
般
を

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
し
て
形
式
的
に
一
方
的

序

理

性

の

事

実

と

つ
ま
り
「
内
容
に
お
い
て
全
く
空
虚
な

Ich
と

山

I
n
 telligenz 

ー
ー
哲
学
的
理
性
の
実
践
的
反
省
と
実
在
性
の
問
題
I

本

博

史
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践
的
自
由
と
し
て
「
補
完
」

(

6

)

 

を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
論
は
、
哲
学
的
理
性
の
実
践
的
反
省
の
過
程
の
一
部
分

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
他
方
、

J

の
点
で
両
者
は
区
別
さ
れ
る
。

に
す
ぎ
ぬ
が
故
に
「
空
虚
」

Intelligenz

が
自

か
く
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る

的
解
決
は

(
A
5
5
7
 11 B
5
8
5
)

を
も
実
在
的
可
能
性
と
い
う
意
味
で
の

さ
て
、

(
3
)
 

lntelligenz

の
こ
の
自
己
活
動
性
の
知
的
意
識
は
「
あ
る
種
の
自
由
の
意
識
」
と
称
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

由
は
、
第
三
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
先
験
的
自
由
」

(
A
4
4
6
11 B
4
7
4
)

で
は
な
い
。
先
験
的
自
由
は
、
本
来
的
宇
宙
論

(
4
)
 

的
意
味
に
お
い
て
も
類
比
的
意
味
に
お
い
て
も
、
単
に
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
の
批
判

、
、
、

「

自

由

の

現

実

性

」

「

自

由

の

可

能

性

」

(
A
5
5
8
11 B
5
8
6
)

を

も
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
先
験
的
自
由
、
従
っ
て
ま
た
叡
智
的
原
因

(
c
a
u
s
a
n
o
u
m
e
n
o
n
)

は、

(＜＂ 
6
2
)

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

Intelligenz

の
自
己
活
動
性
の
知
的
意
識
は
、

己
の
叡
智
的
存
在
を
「
何
か
実
在
的
な
も
の

(et
w
a
s
 R
e
a
l
 es)
」

(

5

)

 

在
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
力
学
的
実
在
性
」

点
筆
者
）
と
、

道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
と
の
関
係
に
お
い
て
、

(
B
4
1
9
,
 B
4
2
3
 A
n
m
.
)

と
し
て
自
覚
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
実

(
A
6
4
1
 11 B
6
6
9
)

の
知
的
意
識
な
の
で
あ
る
。

、
、
、

Intelligenz

の
自
己
活
動
性
の
こ
の
知
的
直
接
的
意
識
を
直
ち
に
実
践
的
自
由
の
意
識
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
避
け
ね

、
、
、
、

「
自
由
の
最
初
の
概
念
は
否
定
的
で
あ
る
故
‘
我
々
は
自
由
を
直
接
的
に
意
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

(
V
,
3
4

傍

ま
た
道
徳
律
が
自
由
の
「
可
能
性
の
み
な
ら
ず
現
実
性
を
証
明
す
る
」

(V,
5
4
)

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Intelligenz
と
し
て
自
己
活
動
性
・
カ
学
的
実
在
性
を
自
覚
し
て
い
る
哲
学
的
理
性
は
、

「
充
実
」

(V,
5
4
,
 5
5
,
 v
g
l
.
 6
3
)

す
る
に
至
る
。

こ
の
自
覚
と
先
験
的
自
由
の
空
虚
さ
の
自

覚
の
故
に
、
理
論
理
性
の
領
域
か
ら
実
践
理
性
の
領
域
へ
と
移
行
し
、
実
践
理
性
に
関
す
る
哲
学
的
反
省
を
通
じ
て
、

か
の
空
虚
さ
を
実

『
実
践
理
性
批
判
』
及
び
『
道
徳
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
に
お
け
る

Intelligenz
概
念
の
意
義
を
、

ま
た
理
論
理
性
の
領
域
と
の
関
係
に
お
い
て
明
瞭
に
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ

(

2

)

 

に
承
認
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
自



力
が
十
分
で
あ
る
に
せ
よ
、

な
い
に
せ
よ
）
こ
の
対
象
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
に
自
己
自
身
を
、
即
ち
そ
の
原
因
性
を
限
定
す
る
能
力
で
あ

る」

(V,
1
6
)

と
定
義
す
る
。

な
っ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
し
て
実
践
理
性
が
こ
の
意
志
を
限
定
す
る
と
言
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
実
践
理
性
は
意
志
と
は
異

(

8

)

 

カ
ン
ト
は
両
者
を
し
ば
し
ば
同
一
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
―
つ
は
、
実
践
理

性
に
関
す
る
哲
学
的
反
省
に
お
い
て
問
題
と
な
る
理
性
が
実
践
理
性
に
限
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

意
志
と
実
践
理
性
と
理
論
理
性
と
の
関
係
を
、
哲
学
的
理
性
の
実
践
的
反
省
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
仮
言
的
命
法
を
、
行
為
の
意
図
の
可
能
性
及
び
現
実
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
蓋
然
的
・
実
践
的
原

の
関
係
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
意
志
を
、

我
々
は
自
己
の
行
為
を
必
ず
し
も
常
に
自
覚
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

―
つ
は
実
践
理
性
と
意
志
と

し
か
し
我
々
は
、
道
徳
的
で
あ
る
と
否
と
に
拘
わ
ら
ず
、
如

自
己
に
「
注
視

(
a
c
h
t
h
a
b
e
n
)
」（
IV,
2
6
3
,
2
8
2
,
 
V, 9
0
)

し
哲
学
的
反
省
を
遂
行
し
な
け

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
先
験
的
反
省
を
遂
行
す
る
哲
学
的
理
性
は
、
認
識
可
能
な
も
の
と
不
可
能
な
も
の
と
を

(

7

)

 

「
批
判
理
性
」

(
A
2
7
0
11 B
3
2
6
)

と
称
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
意
味
に
お
い
て
、
即
ち
灌
徳
的
絶
対
的

価
値
を
有
す
る
も
の
と
有
さ
ぬ
も
の
と
を
分
か
つ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
実
践
理
性
に
関
す
る
哲
学
的
反
省
主
体
も
ま
た
批
判
理
性
と

称
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
反
省
主
体
た
る
哲
学
的
批
判
理
性
は
、
「
理
性
と
意
志
と
を
有
す
る
存
在
者
」

(IV,
2
5
1
,
 
vgl•V" 

3
7
)
 

即
ち
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
差
し
当
っ
て
は
言
葉
上
の
問
題
が
あ
る
。

分
か
つ

(
K
p苗
g
e
)

が
故
に
、

れ
ば
な
ら
な
い
。

何
に
行
為
す
べ
き
か
を
問
題
と
す
る
限
り
、

6

る。

2
 

「
表
象
に
対
応
す
る
対
象
を
産
出
す
る
能
力
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
（
物
理
的
能

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
故
筆
者
は
、
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ン
ト
は
命
法
の
こ
の
形
式
的
区
別
と
同
時
に
、

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
訂
正
の
根
拠
は
、

分
法
は
、

そ
れ
故
命
法
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ

「
構
想
力
の
理
想
」

に
す
ぎ
な
い
。

従
っ
て
後
者
の
命
法
は
、
行
為
者
が
無
規
定
な
幸
福
概
念
を

「
主
観
的
・
偶
然
的
制

換
言
す
れ
ば

の
可
能
性
の
故
に
、

(
I
V
,
 
2~a:J) 

で
あ
る
が
、

理
た
る
「
熟
練
の
命
法

(
d
i
e
I
m
p
e
r
a
t
i
v
e
n
 
d
e
r
 
G
e
s
c
h
i
c
k
l
i
c
h
k
e
i
t
)
」

と
実
然
的
・
実
践
的
原
理
た
る

p
e
r
a
t
i
v
e
n
 d
e
r
 K
l
u
g
h
e
i
t
)
」
と
に
二
分
す
る

(vgl.
I
V
,
 2
7
2
,
 2
7
6
)
。
そ
し
て
「
技
巧
的

(
t
e
c
h
n
i
s
c
h
)
」（
I
V
,
2
7
4
)

命
法
と
称
さ
れ

、
、
、

「
も
し
我
々
が
こ
の
客
体
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
か
く
か
く
の
行
為
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」

(
I
V
,
 3
0
3
)

と
定
式
化
し
、
「
実
用
的

(
p
r
a
g
m
a
t
i
s
c
h
)
」

、
、
、

我
は
こ
の
客
体
を
欲
す
る
が
故
に
、
我
々
は
か
く
か
く
の
行
為
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」

(
I
V
,
 2
7
4
)

命
法
と
称
さ
れ
る
後
者
を
、

「
事
実
上
無
限
に
多
く
」

(IV,2
7
2
)

存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
。

意
図
の
現
実
性
の
故
に
、

(
I
V
,
 3
0
3
)

と
定
式
化
す
る
。
前
者
は
ま
た
意
図

「
現
実
的
」

「
全
知

(
A
l
l
w
i
s
s
e
n
h
e
i
t
)
」（
I
V
,
2
7
6
)

を
有
さ
ぬ
我
々
は
、
経
験
的
諸
要
素
か
ら
幸
福
概
念
を
構
成
し
え

ぬ
が
故
に
、
幸
福
概
念
は
「
無
規
定

(
u
n
b
e
s
t
i
m
m
t
)
」（
I
V
,
2
7
5
)
 
Ll. と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

体
、
即
ち
私
の
現
在
並
び
に
あ
ら
ゆ
る
将
来
の
状
態
に
お
け
る
快
適
の
極
大
」

(
I
V
,
 2
7
6
)
 

約」

(
I
V
,
2
7
4
)

の
下
で
規
定
す
る
限
り
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

(
I
V
,
 2
7
5
)

が
そ
の
本
質
を
成
し
て
い
る
幸
福
概
念
は
、

(
A
n
r
a
t
u
n
g
e
n
;
 c
o
n
s
i
l
i
a
)
」
（
I
V
,
2
7
6
)

と
称
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
意
図
の
可
能
性
及
び
現
実
性
に
基
つ
く
仮
言
的
命
法
の
こ
の
区

『
実
践
理
性
批
判
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
更
に
は
『
判
断
力
批
判
へ
の
第
一
序
論
』
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
熟
練

の
命
法
を
蓋
然
的
命
法
と
呼
ぶ
の
は
誤
り
で
あ
り
、
怜
悧
の
命
法
と
共
に
「
技
巧
的
命
法
」

「
あ
る
絶
対
的
全

「
理
性
の
勧
告

(
V
,
 1
8
3
 
A
n
m
.
)

と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
と

、
、
、

訂
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
意
図
の
可
能
性
（
蓋
然
性
）
と
現
実
性
（
実
然
性
）
と
の
区
別
は
、
も
は
や
命
法
の
形
式
的
区
別
を
成
し

『
基
礎
づ
け
』
の
中
に
既
に
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
カ

「
一
切
の
命
法
は
仮
言
的
に
命
令
す
る
か
定
言
的
に
命
令
す
る
か
で
あ
る
」

(
I
V
,

271 

他
方
、
我
々
の
幸
福
へ
の
意
図
は

「我

る
前
者
を
、
意
図
の
可
能
性
の
故
に

「
怜
悧
の
命
法

(
d
i
e
I
m
 ,
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が vgl. 2
5
7
 
A
n
m
.
)
と
定
義
し
て
い
る
。

s
e
n
t
e
n
t
1
a
 
m
a
x
i
m
a
 
に
由
来
す
る
格
率

(
M
a
x
i
m
e
)

I

傍
点
筆
者
）
と
い
う
命
法
の
様
相
に
関
す
る
主
張
を
も
為
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
定
言
的
・
仮
言
的
・
選
言
的
と
い
う
術

語
、
ま
た
蓋
然
的
・
実
然
的
・
必
当
然
的
と
い
う
術
語
は
判
断
の
関
係
及
び
様
相
を
表
現
す
る
術
語
で
あ
り
、

た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

っ
た
た
め
に
、

カ
ン
ト
は
『
基
礎
つ
け
』
の
段
階
で
は
命
法
の
様
相
に
関
し
て
明
確
な
見
解
を
持
っ
て
い
な
か

か
か
る
訂
正
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
‘
筆
者
は
後
に
技
巧
的
命
法
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
の

(
1
0
)
 

再
構
成
を
試
み
、
こ
の
命
法
の
様
相
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

刺
激

(
s
t
i
m
u
l
u
s
)

に
起
因
し
、

(
1
1
)
 

し
か
も
「
対
象
の
明
晰
な
惑
性
的
認
識
に
先
行
す
る
感
性
的
欲
求
」
た
る
感
性
的
衝
動
に
よ
っ
て
、

動
物
的
感
性
的
意
志

(
a
r
b
i
t
r
i
u
m
b
r
u
t
u
m
 s
e
n
s
i
t
i
v
u
m
)

は
「
強
制

(necessitieren)
」
（
A
5
3
4
11 B
5
6
2
)
さ
れ
る
。
か
か
る
意
志

(

1

2

)

(

1

3

)

 

は
明
確
な
「
意
識
を
も
っ
て
欲
求
す
る
」
こ
と
が
な
く
、
従
っ
て
自
ら
「
規
則
を
持
つ
こ
と
な
し
に
行
為
す
る
」
に
す
ぎ
な
い
。
倫
理
学

に
お
い
て
先
ず
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
、

そ
れ
ら
が
命
法
の
区
分
の

か
か
る
無
自
覚
的
・
無
意
図
的
行
為
で
は
な
く
て
、
少
な
く
と
も
意
図
的
行
為
で
あ
る
。
意

図
的
行
為
に
お
い
て
は
、
行
為
の
根
拠
（
意
図
あ
る
い
は
目
的
）
と
行
為
と
の
間
に
原
因
・
結
果
（
前
提
・
婦
結
）
の
論
理
的
関
係
が
何

ら
か
の
意
味
で
必
然
的
な
も
の
と
し
て
成
立
し
、
行
為
者
は
実
践
的
推
論
に
よ
っ
て
前
者
か
ら
後
者
を
導
出
す
る
。
そ
し
て
こ
の
関
係
の

と
こ
ろ
で
、

「
行
為
を
行
う
た
め
の
主
観
的
原
理
」

必
然
性
の
故
に
、
意
図
的
行
為
に
関
し
て
は
規
則
性
（
一
般
性
）
が
成
立
す
る
。
さ
て
カ
ン
ト
は
、
連
鎖
推
論
の
第
一
の
大
前
提
を
表
す

(
1
4
)
 

と
い
う
術
語
を
、

(
I
V
,
 
2
7
8
 
A
n
m
.
 

「
概
念
に
よ
っ
て
特
殊
を
普
遍
の
内
に
認
識
す
る
場
合
の
よ
う
な
認
識
」
が
「
原

理
か
ら
の
認
識
」

(
A
3
0
0
1
1
 B
3
5
7
)
と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
原
理
と
は
、
従
っ
て
ま
た
格
率
と
は
推
論
の
大
前
提
を

意
味
す
る
。
そ
れ
故
‘
以
下
に
お
い
て
は
先
ず
、
格
率
か
ら
如
何
な
る
実
践
的
推
論
に
よ
っ
て
行
為
が
為
さ
れ
る
に
至
る
か
を
考
察
す
る

『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
仮
言
的
命
法
と
名
付
け
ら
れ
た
熟
練
の
命
法
を
範
型
と
す
れ
ば
‘
意
図
的
行
為
の
格
率
は
次
の
如
き
も
の
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各
推
論
の
大
前
提
の
後
件
に
お
け
る

B
.
C
.
D
…
…
は

れ
を
有
さ
ぬ
と
判
断
し
た
場
合
に
は

従
っ
て

A
に
対
す
る
意
欲

(
W
o
l
l
e
n
)

は

「
単
な
る
願
望

(
e
i
n
b
l
o
B
e
r
 

推
論
の
こ
の
連
鎖
は
、

(
1
6
)
 

「
物
理
的
能
力
」
(
<
"
1
6
)
 

行
為

zが
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ

同
様
に
し
て
推
論
は
連
鎖
す
る
。

推
論
X
か
ら
の
結
論
《
私
は
あ
る
行
為

zを
行
う
》

に
お
い
て
、
行
為
者
が

と
な
ろ
う
。

《
私
は

A
を
欲
し

て
い
る
》
が
小
前
提
を
成
し
、
大
前
提
の
前
件
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
小
前
提
の
個
別
性
が
大
前
提
の
前
件
の
普
遍
性
（
一

般
性
）
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
論
《
私
は

B
を
行
う
》
が
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
た
だ
―
つ
の
推
論
の
み
か
ら
行
為
が
行

(
1
5
)
 

わ
れ
る
こ
と
は
実
際
に
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
通
常
は
、
あ
る
格
率
よ
り
嘩
出
さ
れ
た
結
論
を
大
前
提
の
前
件
と
す
る
仮
言
的
推
論
、
即

ち
《
も
し

B
を
行
う
こ
と
を
欲
し
て
い
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
る
行
為

C
を
行
う
》
を
大
前
提
と
す
る
仮
言
的
推
論
が
こ
れ
に
続
き
、
以
下

行
為

z
に
対
す
る

W
u
n
s
c
h
)
」
（
IV,
2
5
0
)
 

と
こ
ろ
で
、

を
有
す
る
と
判
断
し
た
場
合
に
停
止
し
、

行
為

zに
対
す
る
、

に
と
ど
ま
る
。
こ
の
場
合
に
は
実
行
可
能
な
行
為
を
規
定
す
べ
く
、
推
論
は
更
に
連
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
目
的
に
対
し
て
手
段
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
例
ー
ー
＇
殺

人
）
と
は
限
ら
ず
、
あ
る
目
的
に
対
す
る
具
体
的
手
段
を
も
同
時
に
提
示
し
て
い
る
場
合
（
例
l

ビ
ス
ト
ル
に
よ
る
殺
人
）
等
々
も
考

え
ら
れ
る
が
、
目
的
・
手
段
関
係
の
点
で
は
同
一
で
あ
る
故
、
以
下
に
お
い
て
は
区
別
を
し
な
い
。

さ
て
、
形
式
的
に
か
か
る
格
率
及
び
推
論
に
基
づ
い
て
行
為
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
ち
に
理
性
的
行
為
で
あ
る
と
は
言
い

え
ぬ
。
格
率
そ
の
も
の
の
実
質
が
非
理
性
的
で
あ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
行
為
主
体
は
、
理
性
的
行
為
を
意
図
す

る
限
り
、
格
率
の
実
質
に
関
す
る
反
省
を
遂
行
し
そ
れ
を
理
性
的
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
感
性
及
び
悟
性
に
関
係

(17)

ヽ

ヽ

ヽ

す
る
よ
う
な
反
省
で
あ
る
。
い
「
カ
ン
ト
の
欲
求
論
は
快
楽
主
義
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
快
感
情
の
獲
得
を
根
拠
と
す
る
個
別
的
欲

求
を
確
実
に
充
足
す
る
た
め
に
は
、
行
為
主
体
は
何
よ
り
も
先
ず
自
己
の
個
別
的
欲
求
そ
の
も
の
を
、
ま
た
そ
れ
が
快
・
不
快
の
感
情
を
根

《
も
し

A
を
欲
し
て
い
る
な
ら
ば

私
は
あ
る
行
為

B
を
行
う
》
。

J

の
格
率
（
大
前
提
）
に
対
し
て
、
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拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
感
性
に
関
す
る
こ
の
自
覚
は
、
先
の
連
鎖
推
論
で
言
え
ば
、
最
初
の
小
前
提

《
私
は

A
を
欲
し
て
い
る
》
で
表
明
さ
れ
る
。
更
に
行
為
主
体
は
、
回
目
的

A
と
手
段
B
.
c
:
・
…
と
の
間
の
因
果
結
合
の
必
然
性
を
自

覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
い
因
果
結
合
の
点
で
は
等
し
く
必
然
的
で
あ
る
よ
う
な
目
的
A
に
対
す
る
手
段
が
、

B
.
B
i
i
…
…
と
い
う
具
合
に
複
数
成
立
す
る
場
合
に
は
、

よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
快
の
「
量
に
関
す
る
比
較
」
(
<
"
2
6
,
 vgl. 2
9
)
 

「
べ
し

(
S
o
l
i
e
n
)
」
と
い
う
語
で
表
現
し
、
《
も
し

A
を
欲
し
て
い
る
な
ら
ば
‘

、、

ら
に
課
す
。
こ
こ
に
所
謂
熟
練
の
命
法
が
一
応
成
立
す
る
。

践
的
推
論
の
大
前
提
と
な
る
故
‘

か
る
命
法
が
単
な
る
格
率
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
行
為
主
体
が
そ
の
実
質
に
関
し
て
か
く
必
然
性
を
自
覚
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
手
段
に
対
す
る
物
理
的
能
力
を
有
す
る
と
の
自
覚
が
行
為
主
体
に
存
し
な
け
れ
ば
、
推
論
が
更
に
連
鎖
し
行
為
が

開
始
さ
れ
え
な
い
の
と
同
様
、
物
理
的
能
力
に
関
す
る
自
覚
が
存
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
命
法
は
実
行
不
可
能
な
行
為
を
命
ず
る
空
虚
な
命

法
と
な
る
。
そ
れ
故
‘
こ
の
命
法
が
真
に
命
法
た
り
う
る
た
め
に
は
、
⇔
あ
る
行
為

X
に
対
す
る
物
理
的
能
力
に
関
す
る
行
為
主
体
の
自

覚
が
更
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
我
々
は
以
上
の
自
覚
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
手
段
X
と
は
別
の
手
段
Y
を
も
な
お
選
択
し

を
及
ぽ
す
」
(
I
V
,

2
7
5
)

訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

意
欲
し
う
る
。
何
故
な
ら
ば
、
我
々
の
「
理
性
は
欲
求
能
力
を
完
全
に
支
配
し
」
(
I
V
,

2
5
7
 
A
n
m
.
)
 

(
1
8
)
 

か
か
る
理
性
（
こ
こ
で
は
理
論
理
性
）
の
影
響
力
と
は
無
関
係
に
も
選
択
(
K
i
.
i
r
)

し
う
る
意
志
を
、

ま
た
先
の
推
論
の
連
鎖
性
が
こ
の
命
法
に
は
内
在
し
て
い
る
故
‘
格
率
と
称
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
ト
は

Willktir
と
名
付
け
る
。

の
選
択
の
必
然
性
を
も
自
覚
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

従
っ
て
命
法
の
成
立
に
関
す
る
以
上
の
議
論
は
、

「
目
的
を
欲
す
る
人
は

以
上
の
自
覚
を
通
じ
て
、

ヵ

「
行
為
に
対
し
て
決
定
的
な
影
響

か
か
る
命
法
も
、

行
為
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
実
際
に
行
わ
れ
る
際
に
は
実

私
は
あ
る
行
為
X
を
行
う
べ
し
》

と
い
う
命
法
を
自

行
為
主
体
は
目
的
・
手
段
の
因
果
結
合
の
必
然
性
を

が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
行
為
主
体
は
ま
た
手
段

「
手
段
の
選
択
」

B
.
 

(
I
V
,
 2
7
3
)

と
い
う
事
態
が
生
ず
る
。
選
択
さ
れ
た
手
段
に
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so 
•••••• に

関
し
て
も
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(20) 

の
形
式
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

『
基
礎
づ
け
』
の
区
分
法
は
正
し
く
は
な
い
が
、

法
を

W
e
n
n
…
…
'so
…
…
の
形
式
で
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
日
具
体
的
に
命
法
を
措
定

す
る
場
合
、
意
図
は
常
に
現
実
的
意
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
命
法
を
措
定
し
自
己
の
行
為
を
規
定
す
る
過
程
そ
の
も
の
を
行
為
主

体
が
反
省
す
る
場
合
、
意
図
の
現
実
性
・
具
体
性
は
捨
象
さ
れ
、
意
図
は
可
能
性
·
任
意
性
•
一
般
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

意
図
の
こ
の
任
意
性
•
一
般
性
に
着
目
す
る
な
ら
ば
‘
熟
練
の
命
法
は

W
e
n
n
…
…
"
so
…
…
の
形
式
で
表
現
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
⇔

(
2
1
)
 

、
、
、

我
々
は
、
格
率
に
従
う
行
為
を
行
う
度
毎
に
格
率
の
実
質
の
理
性
性
に
関
し
て
反
省
を
反
復
し
命
法
を
措
定
す
る
必
要
は
な
い
。
具
体
的

法
と
怜
悧
の
命
法
と
を
形
式
的
に
区
別
す
る
と
い
う
、

従
っ
て
、

の
と
し
て
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
上
述
り
参
照
）
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
自
分
の
左
右
し
う
る
手
段
を
も
欲
す
る
」

(19) 

黙
の
前
提
も
し
く
は
規
則
」
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
I
V
,
 2
7
5
)

と
い
う
こ
と
を
、

非
決
定
的
影
響
力
を
も
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、

の
故
に
、
行
為
主
体
に
対
し
て
命
法
と
い
う
形
を
何
と
し
て
も
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
、

カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
可
能
的
（
蓋
然
的
）
意
図
に
関
す
る
熟
練
の
命
法
を
「
も
し
我
々
が
こ
の
客
体
を

既
述
の
如
く
、

、
、
、

欲
す
る
な
ら
ば
‘
我
々
は
か
く
か
く
の
行
為
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

Wenn・
…

;
so
…
…
の
形
式
で
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、

、
、
、

こ
の
命
法
が
行
為
主
体
に
よ
っ
て
具
体
的
に
措
定
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
は
、
行
為
主
体
は
意
図
を
あ
く
ま
で
も
具
体
的
・
現
実
的
な
も

、
、
、

「
我
々
は
こ
の
客
体
を
欲
す
る
が
故
に
、
我
々

は
か
く
か
く
の
行
為
を
な
す
べ
き
で
あ
る
」

か
の
因
果
結
合
の
必
然
性
の
意
識
は
、
こ
の
自
覚

と
い
う
怜
悧
の
命
法
に
割
り
当
て
ら
れ
た

Weil
…
…
"
so
…
…
の
形
式
が
、

そ
れ
故
‘

熟
練
の
命
法

即
ち
、

Wenn・
…

;
so
…
…
の
形
式
は
具
体
的
場
面
に
お
い
て
は
常
に

Weil
…
…

P

意
図
の
可
能
性
と
意
図
（
幸
福
）
の
現
実
性
と
い
う
観
点
か
ら
直
ち
に
熟
練
の
命

で
は
何
故
カ
ン
ト
は
熟
練
の
命

固
行
為
主
体
は
更
に
、
欲
求
能
力

Willki.ir
に
対
す
る
理
性
の

「
実
践
的
推
論
の
暗



具
体
的
・
個
別
的
状
況
の
一
般
化
と
そ
の
適
用
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

の
欲
求
を
有
す
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
、

そ
し
て
こ
の
熟
練
の
命
法
は
、

既
述
の
如
く
、
再
び
前
者
の
形
式

W
e
n
n
 :
 

•• 

;
 so
…
…
の
形
式
で
表
現
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
は
個
別
的
欲
求
を
規
定
根
拠
と
す
る
格
率
及
び
命
法
の
み
を
問
題
と
し
て
き
た
が
、
我
々
は
通
常
同
時
に
複
数

(22) 

(
I
V
,
 2
6
1
)

。

我
々
は
「
幸
福
と
い
う
名
の
下
に
総
括
し
て
い
る
」

し
快
を
追
求
す
る
個
々
の
格
率
は
、
行
為
主
体
自
身
に
お
い
て
相
互
に
制
限
・
対
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
行
為
主
体
は
よ
り

高
次
の
格
率
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
格
率
を
統
制
し
、
若
干
の
傾
向
性
を
「
制
限
」

(
I
V
,
 2
5
5
)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
為
主
体
は
こ

こ
で
も
「
量
に
関
す
る
比
較
」
を
行
う
が
、
行
為
主
体
が
「
全
知
」
を
有
さ
ぬ
限
り
絶
対
的
に
確
実
な
量
比
較
は
成
立
し
え
ず
、
従
っ
て

幸
福
概
念
は
「
無
規
定
」
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
ぬ
。
そ
れ
故
、
行
為
主
体
は
「
快
適
な
状
態
を
平
均
し
て
最
も
よ
く
増
進
さ
せ

る」

(
I
V
,

2
7
6
)

と
判
定
さ
れ
る
自
己
及
び
他
者
の
「
経
験
的
勧
告
」

な
ら
ば
、

(
I
V
,
 2
7
6
)

に
従
う
よ
り
外
は
な
い
。
り
こ
の
経
験
的
勧
告
に
従

う
量
比
較
の
必
然
性
を
行
為
主
体
が
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、W
e
i
l
·
…
•
•,so :
 ．．．． 

の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
怜
悧
の
命
法
は
成
立
す
る
。

し
か
し
、
行
為
主
体
が
「
主
観
的
・
偶
然
的
制
約
」
の
下
で
何
ら
か
の
経
験
的
勧
告
を
選
択
し
、

そ
れ
を
自
己
の
幸
福
に
と
っ
て
必
然
的

で
あ
る
と
一
度
自
覚
し
た
な
ら
ば
、
行
為
の
意
図
あ
る
い
は
意
欲
の
対
象
は
既
に
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る

か
く
具
体
的
に
規
定
さ
れ
た
個
別
的
意
図
を
達
成
す
る
手
段
を
規
定
す
る
場
面
で
は
、
熟
練
の
命
法
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、

Weil
…
... ,
 so

…
…
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
怜
悧
の
命
法
は
、
幸
福
を
具
体
的
に
実
現
せ
ん
と
す
る
場
面
で
は
、

W
e
n
n
…
…
"
so 

…
…
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
熟
練
の
命
法
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

況
に
適
用
す
れ
ば
よ
い
。

従
っ
て

し
か

熟
練
の
命
法
は

32

な
命
法
が
一
度
確
定
さ
れ
た
な
ら
ば
‘

J

の
命
法
が
成
立
す
る
具
体
的
・
個
別
的
状
況
を
一
般
化
し
、

そ
れ
を
逆
に
任
意
の
個
別
的
状
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的
•
実
践
的
」
命
題
と
同
様
、

に
お
け
る
因
果
結
合
は
、
公
準
に
お
け
る
そ
れ
が
有
す
る
が
如
き
「
必
当
然
的
確
実
性
」

(V,
1
2
 A
n
m
.
)
を
有
し
え
ぬ
。
技
巧
的
命
法

は
、
経
験
的
対
象
及
び
そ
の
表
象
の
主
観
に
対
す
る
経
験
的
関
係
た
る
快
感
情
を
意
欲
の
規
定
根
拠
と
し
て
お
り
、

に
経
験
的
に
し
か
認
識
さ
れ
え
な
い
」

(V,
2
4
)

が
故
に
、

ば
な
ら
な
い
が
、

そ
こ
に
お
け
る
目
的
・
手
段
の
因
果
結
合
は
経
験
的
悟
性
認
識
に
基
づ
か
ね

そ
こ
に
成
立
す
る
経
験
的
「
綜
合
命
題
」

(IV,
2
7
5
)

は
蓋
然
性
し
か
有
し
え
な
い
。
そ
れ
故
‘
行
為
主
体
は
自
己
の

、
、
、
、

主
観
的
・
偶
然
的
制
約
の
下
で
こ
の
因
果
結
合
を
蓋
然
的
に
必
然
的
で
あ
る
と
自
覚
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
技
巧
的
命
法

、
、
、
、

に
含
意
さ
れ
て
い
る
‘
因
果
結
合
に
関
す
る
理
論
的
命
題
は
、
行
為
主
体
の
意
志
と
は
無
関
係
な
理
論
的
命
題
と
し
て
は
蓋
然
的
で
あ
る
。

故
両
者
は
「
内
容
上
」

(V,
1
8
0
)

区
別
さ
れ
え
ず
、

共
に
自
然
認
識
に
基
つ
く
技
巧
的
・
実
践
的
命
題
で
あ
る
。

ま
た
快
感
情
は
「
常

し
か
し
技
巧
的
命
法

技
巧
的
命
法
に
お
い
て
も

「
技
巧

以
上
の
如
く
、

W
e
n
n
・

…

;
s
o
…
…
と
い
う
形
式
と

W
e
i
l
…
…
,
s
o
…
…
と
い
う
形
式
と
は
相
互
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
命
法

さ
れ
た
様
に
、

区
別
せ
ず
に
論
ず
る
が
、

J

の

『
第
一
序
論
』
で
訂
正

目
的
に
対
し
て
手
段
を
規
定
す
る
技
巧
に
関
す
る
命
法
、
即
ち
技
巧
的
命
法
で
あ
る
。
筆
者
は
以
下
に
お
い
て
両
命
法
を

で
は
こ
の
訂
正
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
技
巧
的
命
法
は
様
相
の
点
で
は
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
換

言
す
れ
ば
‘
仮
言
的

(
h
y
p
o
t
h
e
t
i
s
c
h
)

命
法

(11技
巧
的
命
法
）
の
仮
言
性
は
、
惑
性
的
欲
求
及
び
そ
の
対
象
を
仮
定

(
H
y
p
o
t
h
e
s
e
)

技
巧
的
命
法
は
、
手
段

X
と
目
的

A
と
の
因
果
結
合
の
必
然
性
の
自
覚
（
上
述
回
）
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
数

、
、
、

学
・
自
然
学
に
お
け
る
実
践
的
命
題
‘

即
ち
公
準

(
P
o
s
t
u
l
a
t
)

も
ま
た
技
巧
的
と
称
さ
れ
る
が

(
v
g
l
•
V, 1
8
3
)
、

結
果
と
の
結
合
を
言
表
す
る
一
切
の
命
題
と
同
様
、

理
論
的
な
」

(V, 2
9
 
A
n
m
.
 vgl. 1
2
 A
n
m
.
,
 3
5
)

命
題
で
あ
る
。

「
原
因
性
を
規
定
す
る
概
念
」
は
「
自
然
概
念
」

(V,
2
4
0
)

で
あ
る
。
そ
れ

「
原
因
と

す
る
と
い
う
点
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
快
を
欲
求
能
力
の
規
定
根
拠
と
し
て
い
る
限
り

「
同
一
種
」

(V,
2
6
,
 vgl. 
IV, 2
7
5
)
 

で
あ
る
。
両
命
法
は
、

そ
れ
は
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ら
手
段
の
概
念
を
「
引
き
出
す
」
が
故
に
、

「
自
ら
常
に
理
性
に
従
う
と
は

「
意
欲
に
関
し
て
は
分
析
的
」

(IV,
2
7
5
)

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
技
巧
的
命
法
は
、
こ
の

既
に
引
用
し
た

と
こ
ろ
で
か
か
る
蓋
然
性
は
、
個
別
的
な
目
的
と
手
段
と
の
因
果
結
合
に
関
し
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
既
述
の
如
く
技

巧
的
命
法
に
は
、
手
段
の
選
択
に
お
け
る
快
の
量
比
較
（
上
述
り
）
、
物
理
的
能
力
の
有
無
（
上
述
⇔
）
、
経
験
的
勧
告
に
基
づ
く
快
の
量

比
較
（
上
述
付
）
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
行
為
主
体
の
理
論
的
判
断
も
ま
た
含
意
さ
れ
て
い
る
が
、

悟
性
認
識
に
基
つ
き
蓋
然
的
で
あ
る
。

、、

（
蓋
然
性
）
と
技
巧
的
命
法
そ
の
も
の
の
様
相
と
は
異
な
る
。

カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
、
様
相
の
範
疇
は
「
認
識
能
力

に
対
す
る
関
係
の
み
を
表
現
す
る
」

(
A
2
1
9
1
1
 B
2
6
6
)

と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
理
論
的
命
題
も
ま
た
経
験
的

、、

技
巧
的
命
法
に
含
意
さ
れ
て
い
る
理
論
的
命
題
の
様
相

そ
れ
と
の
類
比
に
お
い
て
言
う
な
ら
ば
‘
命
法
の
様
相
は
欲

求
能
力
に
対
す
る
関
係
の
み
を
表
現
す
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
技
巧
的
命
法
の
様
相
は
、

命
題
と
感
性
的
に
触
発
さ
れ
る
経
験
的
意
志
と
の
関
係
の
み
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
含
意
さ
れ
て
い
る
理
論
的

で
は
両
者
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。

技
巧
的
命
法
に
含
意
さ
れ
て
い
る
理
論
的
命
題
が
経
験
的
綜
合
命
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
技
巧
的
命
法
は
分
析
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

(vgl. IV, 2
7
5
f
.
)

。

「
目
的
を
欲
す
る
人
は
…
…
そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
自
分
の
左
右
し
う
る
手
段

を
も
欲
す
る
」
と
い
う
命
題
は
、
対
象
を
意
欲
す
る
こ
と
に
お
い
て
手
段
の
使
用
の
意
欲
が
「
既
に
考
え
ら
れ
て
お
り
」
対
象
の
概
念
か

分
析
的
命
題
を
賠
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
が
故
に
分
析
的
な
の
で
あ
る
。

限
ら
な
い
依
存
的
意
志
」

(IV,
271 A
n
m
.
)
即
ち

W
i
l
l
k
i
.
i
r

に
対
し
て
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
。
そ
れ
故
、
欲
求
能
力
(
W
i
l
l
k
i
.
i
r
)

に
対
す
る
理
性
（
こ
こ
で
は
理
論
理
性
）
の
非
決
定
的
影
響
力
を
自
覚
し
て
い
る
行
為
主
体
（
実
践
理
性
）
は
、
こ
の
分
析
的
命
題
の
妥

当
性
を
自
ら
の
欲
求
能
力
に
対
し
て
仮
定

(
H
y
p
o
t
h
e
s
e
)

し
た
上
で
、

し
か
し
こ
の
分
析
的
命
題
は
、

ま
た
仮
定
す
る
が
故
に
、

理
論
理
性
の
か
の
理
論
的
命
題
と
欲

求
能
力
と
の
関
係
を
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
命
令
で
あ
る
と
規
定
し
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
技
巧
的
命
法
が
「
仮
言
的
に

(
h
y
p
o
t
h
e
,
 

さ
て
注
意
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
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J

と
も
あ
り
う
る
が
、

t
i
s
c
h
)

命
令
す
る
」
と
言
わ
れ
る
場
合
、

そ
れ
は
命
法
の
か
か
る
仮
言
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
論
的
命
題
が
行
為
主
体

に
と
っ
て

Solien
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
命
令
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
根
拠
、
ま
た
仮
言
的
命
法
の
仮
言
的
命
法
た
る
所
以
は
、
ま

(23) 

さ
に
こ
の
分
析
的
命
題
の
妥
当
性
を
仮
定
す
る
点
に
あ
る
。
ま
た
「
内
容
上
」
区
別
さ
れ
え
な
い
と
言
わ
れ
た
公
準
と
技
巧
的
命
法
と
は
、

前
者
が
意
志
規
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て

(
v
g
l
•

V
,
2
9
 
A
n
m
.
)
、

う
「
定
式

(
F
o
r
m
e
l
)
」
（
V,
1
8
0
)

を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
、
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

か
か
る
技
巧
的
命
法
を
自
己
に
対
し
て
措
定
す
る
反
省
的
行
為
主
体
（
哲
学
的
理
性
）
は
、
こ
の
実
践
的
原
理
及
び
そ
れ
に
基

づ
く
行
為
の
道
徳
的
価
値
の
相
対
性
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
意
欲
の
規
定
根
拠
は
快
感
情
で
あ
る
が
、
快

「
同
一
の
主
体
に
お

い
て
す
ら
」

(V,
2
9
)

同
じ
仕
方
で
は
妥
当
し
え
ず
、
従
っ
て
相
対
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
快
感
情
の
こ
の
相
対
性
を
、
行

為
主
体
は
具
体
的
に
如
何
に
自
覚
す
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
行
為
主
体
が
自
己
の
あ
る
技
巧
的
命
法
（
実
践
的
原
理
）
を
⑱
自
己
の

内
部
で
、

感
情
は

ま
た
⑮
自
己
を
超
え
て
一
切
の
有
限
的
理
性
的
存
在
者
へ
と
普
遍
化
す
る
場
合
、
こ
の
普
遍
化
さ
れ
た
実
践
的
原
理
は
、
①
自

「
調
和
す
る
」

己
の
他
の
実
践
的
原
理
及
び
他
者
の
実
践
的
原
理
と
「
偶
然
的
な
仕
方
で
」
(
<
"
3
2
,
 vgl. 2
9
)
 

伽
原
理
（
格
率
）
自
身
か
「
内
的
不
可
能
性
」
即
ち
論
理
的
自
己
「
矛
盾
（
W
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
)

」（

iv,2
s
2
)

を
有
す
る
場
合
も
、
皿
自
己

、
、
、

の
他
の
実
践
的
原
理
及
び
他
者
の
実
践
的
原
理
と
の
実
在
的
な

、
、
、
、
、
、

に
、
そ
の
実
践
的
原
理
を
「
意
欲
す
る
こ
と
が
不
可
能
」

(
I
V
,
 2
8
8
)

が
生
ず
る
と
推
測
さ
れ
る
が
故

(
2
4
)
 

(
I
V
,
 2
8
1
)

で
あ
る
場
合
も
成
立
す
る
。
そ
れ
故
、
技
巧
的
命
法
は
普
遍
妥
当

、
、
、

性
を
有
し
え
ず
、
個
別
的
対
象
を
意
欲
す
る
個
別
的
行
為
主
体
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
即
ち
相
対
的
に
の
み
妥
当
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
対
立

(
W
i
d
e
r
s
t
r
e
i
t
)
」

行
為
主
体
は
、
技
巧
的
命
法
の
相
対
的
妥
当
性
を
か
く
自
覚
す
る
が
故
に
、
自
己
の
意
欲
の
根
拠
た
る
快
感
情
の
相
対
性
を
も
具
体
的
に

「
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
に
対
し
て
同
じ
仕
方
で
は
妥
当
し
え
な
い
」
(
<
"
2
4
,
 vgl. 6
5
)

ば
か
り
か
、

後
者
が
こ
の
分
析
的
命
題
の
妥
当
性
を
仮
定
す
る
と
い
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3
2
£
.
)

で
あ
る
と
、
今
や
自
覚
し
て
い
る
。

「
実
践
的
法
則
の
可
能
性
の
制
約
と
し
て
」
(
<
"
3
8
)
 

経
験
的
実
質
が
「
介
在

(
d
a
z
w
i
,
 

実
践
的
法
則
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が

s
f

ヽ
カ 自

覚
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
経
験
的
意
志
に
関
す
る
経
験
的
な
哲
学
的
反
省
を
通
じ
て
技
巧
的
命
法
の
道
徳
的
価
値
の

相
対
性
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
行
為
主
体
（
哲
学
的
理
性
）
は
、
道
徳
性
が
「
妄
想

(
H
i
r
n
g
e
s
p
i
n
s
t
)
」
（
IV,
2
~
T
)
で
な
い
限
り
、

自
ら
の
格
率
に
普
遍
妥
当
性
を
与
え
る
た
め
に
は
欲
求
能
力
の
実
質
を
す
べ
て
「
分
離
し
」

(V,
~
~
i
)

「
捨
象
し
」(
I
V
,

2
~
g
)

な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
、
従
っ
て
実
践
的
普
遍
的
法
則
に
は
「
普
遍
的
立
法
と
い
う
単
な
る
形
式
」

(V,
3
1
)

以
外
に
は
何
も
残
存
し
な
い
こ

と
を
、
今
や
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
欲
求
の
実
質
（
対
象
）
あ
る
い
は
傾
向
性
の
分
離
・
捨
象
が
問
題
と
な
る

「
自
分
自
身
の
幸
福
を
確
保
す
る
こ
と
は
（
少
な
く
と
も
間
接
的
に
は
）
義
務
で
あ
る
」

(IV,
2
5
5
)

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
様
に
、
そ
れ
は
実
在
的
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
「
分
離
」
「
除
去
」
「
孤
立
化
」
等
の

、
、
、
、
、

(28) 

語
と
同
様
、
そ
れ
は
哲
学
的
理
性
の
反
省
過
程
に
お
け
る
論
理
的
抽
象
作
用
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
「
実
際
に
ま
た
あ
ら
ゆ
る
意
欲
は
対

象
を
、
従
っ
て
実
質
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
V
,
3
9
-傍
点
筆
者
）
と
言
わ
れ
て
い
る
様
に
、

「
前
提
」

(V,
4
0
)

さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
‘

(29) 

s
c
h
e
n
)
」
（
V,
3
6
)

あ
る
い
は
「
付
加
」
（
＜
二
10)
し
て
い
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

経
験
的
意
志
に
関
す
る
経
験
的
反
省
を
通
じ
て
か
か
る
自
覚
に
到
達
し
た
行
為
主
体
は
、
普
遍
的
立
法
形
式
の
み
を
自
ら
の
規
定
根
拠

と
す
る
意
志
の
性
質
を
、

移
行
す
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
慈
志
を
必
然
的
に
規
定
す
る
法
則
を
、
見
出
す
こ
と
が
自
ら
の
「
課
題

(
A
u
f
g
a
b
e
)
」
（
＜
9

哲
学
的
理
性
の
反
省
は
、
こ
の
課
題
性
の
自
覚
を
通
じ
て
、
純
粋
意
志
に
関
す
る
反
省
へ
と
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h
a
b
e
n
)
」
限
り
、
即
ち
自
己
の
経
験
的
意
志
に
関
す
る
具
体
的
反
省
過
程
を
反
省
す
る
限
り
、
個
々
の
具
体
的
な
道
徳
律
は
「
直
接
的
に

意
識
」

(
V
,
3
4
)

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
反
省
的
行
為
主
体
は
更
に
、
相
対
性
を
有
す
る
個
々
の
仮
言
的
命
法
（
格
率
）
の

個
別
性
を
捨
象
し
、
論
理
的
に
一
般
化
さ
れ
た
格
率
一
般
の
普
遍
化
を
求
め
る
よ
う
な
格
率
を
、
即
ち
「
汝
の
意
志
の
格
率
が
常
に
同
時

性
•
普
遍
妥
当
性
を
付
与
せ
ん
と
す
る
が

行
為
主
体
が
否
定
的
思
惟
と
そ
こ
に
成
立
す
る
客
観
的
必
然
性
と
に

と
い
う
積
極
性
を
欠
く
が
故
に
、

「
あ
ら
ゆ
る
規
則
の
導
き
か
ら
の
解
放
」

(
A
4
4
7
 ""
 

即
ち
先
験
的
意
味
に
お
け
る
自
由
」

か
の
分
析
的
命
題
を
前
提
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
仮
言
的
（
技
巧
的
）
命
法
は
、
蓋
然
的
に
認
識
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、

自
然
に
関
す
る
理
論
的
命
題
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
反
省
的
行
為
主
体
は
仮
言
的
命
法
の
妥
当
性
が
相
対
的
で
あ
る
こ

、

、

、

、

、

、

、

と
を
自
覚
す
る
が
故
に
、
そ
の
否
定
的
思
惟
を
通
じ
て
、
欲
求
の
経
験
的
実
質
（
現
象
）
を
一
切
論
理
的
に
捨
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
験
的
実
質
を
自
ら
の
規
定
根
拠
か
ら
捨
象
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
純
粋
意
志
は
、
現
象
の
自
然
法
則

(V, 3
3
)

と
称
さ
れ
る
。

「
厳
密
な
、

か
ら
全
く
独
立
し
て
い
る
と
「
考
え
ら
れ
」

(V,
3
3
)

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
独
立
性
は
、
欲
求
能
力
に
対
す
る
理
性
の
非
決
定
的
影
響

カ
の
故
に
行
為
主
体
に
意
識
さ
れ
る
「
心
理
学
的
」

(V,
1
b
~
)

自
由
と
は
異
な
り
、

、
、
、
、
、
、

し
か
し
純
粋
意
志
の
こ
の
自
由
は
差
し
当
り
ま
だ
、

B
4
7
5
)

を
意
味
す
る
に
す
き
な
い
無
差
別
の
自
由

(
l
i
b
e
r
u
m
i
n
d
i
f
f
e
r
e
n
t
i
a
e
)

で
あ
り
、
「
自
ら
自
己
を
限
定
す
る
」

(
A
5
3
4
11 B
5
6
2
)
 

、
、
、
ヽ

(
3
1
)

「
消
極
的
な

(
n
e
g
a
t
i
v
)
意
味
に
お
け
る
自
由
」
(
<
"

39-傍
点
筆
者
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

反
省
的
行
為
主
体
の
論
理
的
抽
象
作
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
に
す
ぎ
ぬ
が
故
に
、
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
味
で

、
、
、
、

も
否
定
的

(
n
e
g
a
t
i
v
)

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
反
省
的
行
為
主
体
は
純
粋
意
志
及
び
そ
の
自
由
を
更
に
積
極
的
に

(
p
o
s
i
t
i
v
)

規
定
す
べ

(32) 

く
、
反
省
の
始
元
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
道
徳
律
に
求
め
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
個
々
の
具
体
的
な
仮
言
的
命
法
の

相
対
性
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
反
省
的
行
為
主
体
は
、
経
験
的
実
質
の
分
離
・
捨
象
と
い
う
否
定
的
思
惟
を
通
じ
て
自
己
の
格
率
に
必
然

「
注
視
す
る

(
a
c
h
t
,
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題
を
前
提
す
る
が
故
に
「
自
己
自
身
を
超
え
出
」

(
I
V
,
 3
0
0
)

て、

手
段
の
因
果
関
係
に
関
す
る
自
ら
の
理
論
理
性
の
自
覚
に
よ
っ
て
、

か
か
る
三
様
の
他
者
を
媒
介
と
す
る
実
践
理
性
（
行
為
主
体
）
の
自
己
限
定
で
あ
り
、

「
概
念
」

一
切 と

に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
妥
当
し
う
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
」

(V,
1
g
)

と
い
う
格
率
を
、
自
己
に
対
し
て
措
定
す
る
。
こ
れ
は
、
個

、
、
、
、

別
的
な
道
徳
法
則
（
道
徳
律
）
が
個
別
的
な
仮
言
的
命
法
の
相
対
性
の
自
覚
に
よ
っ
て
直
接
意
識
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
個
別
性
を
捨
象

さ
れ
一
般
化
し
た
仮
言
的
命
法
一
般
の
相
対
性
の
自
覚
に
基
づ
い
て
い
る
が
故
に
、
個
別
的
な
道
徳
法
則
一
般
に
妥
当
す
る
と
こ
ろ
の
、

従
っ
て
そ
れ
ら
の
根
拠

(
G
r
u
n
d
)

を
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
根
本
法
則

(
G
r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
)
」（
V,
3
5
)

で
あ
る
。

、
、
、

と
こ
ろ
で
仮
言
的
命
法
は
、
行
為
主
体
が
自
ら
に
と
っ
て
他
な
る
経
験
的
実
質
（
目
的
）
を
、
ま
た
自
己
の
意
志

(
W
i
l
l
k
i
i
r
)

に
と

、
、
、

っ
て
は
他
な
る
上
述
の
分
析
的
命
題
を
前
提
す
る
限
り
に
お
い
て
成
立
す
る
が
、
行
為
主
体
（
実
践
理
性
）
は
そ
の
際
、
こ
の
分
析
的
命

、
、
、

自
己
の
意
志

(
W
i
l
l
k
i
i
r
)

に
と
っ
て
は
他
な
る
、
し
か
し
目
的
・

自
ら
の
意
志

(
W
i
l
l
k
i
.
i
r
)

を
限
定
す
る
。

ヽ

そ
れ
故
意
志
の
他
律

(
H
e
t
e
r
o
n
o
m
i
e
)

と
称
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
述
の
根
本
法
則
は
、
行
為
主
体
（
理
性
）
が
一
切
の
経
験
的
実
質
を
捨
象
し
、
従
っ
て
自
己
の
感
性
の
み
な

ら
ず
理
論
理
性
を
も
顕
慮
す
る
こ
と
な
く
自
体
的
に
、
普
遍
的
な
仕
方
で
自
己
限
定
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ

経
験
的
実
質
の
分
離
・
捨
象
に
よ
っ
て
成
立
す
る

れ
は
意
志
の
自
律

(
A
u
t
o
n
o
m
i
e
)

と
称
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
理
性
（
行
為
主
体
）
は
、
自
己
の
惑
性
及
び
理
論
理
性
か
ら
独
立
し
て
、

「
理
性
的
存
在
者
の
意
欲
と
い
う
」
純
粋
な
巳
）
e
r
i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
自
ら
の
「
行
為
の
意
欲
」
と
を
「
直
接
的
に
」

省
的
行
為
主
体
は
、

(
I
V
,
 2
7
8
 
A
n
m
.
)

綜
合
し
、
自
ら
の
意
志
を

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

で
あ
る

と
同
時
に
巨
e
r
i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
純
粋
慈
志
と
し
て
限
定
す
る
が
故
に
、
「
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
て
実
践
的

(
f
u
r
s
i
c
h
 
allein 
p
r
a
k
 ,
 

t
i
s
c
h
)

」
（
<
9
3き
で
あ
る
。
即
ち
純
粋
理
性
は
純
粋
意
志
と
同
一
で
あ
り
、
純
粋
意
志
と
し
て
働
く
限
り
そ
れ
は
実
践
理
性
で
あ
幻

6

反

(36) 

か
の
根
本
法
則
を
措
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
こ
と
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
根
本
法
則
は
、

即
ち
仮
言
的
命
法
は
、
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す
る

(
b
e
t
r
a
c
h
t
e
n
)
」
（
V,
3
7
,
 vgl. 3
6
,
 5
1
)
 

「
意
志
は
•
…
·
·
純
粋
意
志

し
か
し
行
為
主
体

g
o
r
i
s
c
h
)

な
命
令
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
。

異
な
り
、

の
経
験
的
実
質
を
、

を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
故
‘
有
限
的
で
あ
る
と
無
限
的
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
「
す
べ
て
の
理
性
的
存
在
者
」

(V,
3
7
)

に
妥
当

す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
反
省
的
行
為
主
体
は
今
や
自
覚
し
て
い
る
。

さ
て
、

し
か
し
同
時
に
、

ぬ
」
と
い
う
自
己
の
「
弱
さ
」

(V,
9
3
)

を
も
自
覚
し
て
い
る
。
そ
れ
故
か
の
根
本
法
則
は
、
自
ら
の
経
験
的
意
志
を
も
自
覚
し
て
い
る

反
省
的
行
為
主
体
に
と
っ
て
は
「
強
制
」

(V,
3
7
)

と
し
て
、
し
か
も
上
述
の
二
者
を
仮
定
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
仮
言
的
命
法
と
は

行
為
者
が
命
令
さ
れ
た
行
為
と
は
別
の
行
為
を
選
択

(
K白
）
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
成
立
す
る
、

の
で
あ
る
。

4

8

-

傍
点
筆
者
）
と
言
っ
て
い
る
。

域
に
措
く

(
s
e
t
z
e
n
)

」
（
<
＂
~
~
)
が
、

即
ち
行
為
主
体
は
、

か
の
根
本
法
則
を
定
言
的

(
k
a
t
e
g
o
r
i
s
c
h
)

命
法
で
あ
る
と
自
覚
す
る

カ
ン
ト
は
「
こ
の
根
本
法
則
の
意
識
」
を
差
し
当
り
「
理
性
の
事
実
」

こ
と
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。

が
そ
れ
を
意
識
す
る
の
は
、
既
述
の
如
く
行
為
主
体
が
反
省
的
抽
象
作
用
に
基
づ
き
自
ら
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
実
践
的
で
あ
る
と
「
考
察

、
、
、

こ
の
根
本
法
則
は
客
観
的
妥
当
性

と
い
う
意
味
で
「
客
観
的
実
在
性
」

(
V
,
5
1
)

を
有
す
る
に
せ
よ
、

(V, 3
6
,
 4
8
)

と
名
付
け
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

、
、
、

や
は
り
単
に
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
個
々
の
道
徳
律
に
関
し
て
も
純
粋
意
志
に
関
し
て
も
言
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
カ
ン
ト
ぱ
、

、
、
、
、

と
し
て
は
、
法
則
の
単
な
る
形
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

(
g
e
d
a
c
h
t
)
、
こ
の
規
定
根
拠
は
あ
ら
ゆ
る
格
率
の
最
高
の
制
約

、
、
、
、
、

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る

(
a
n
g
e
s
e
h
e
n
)
」
（
V,
3
5
,
 v
g
l
.
 5
7
ー
|
ー
傍
点
筆
者
）
と
か
、
「
純
粋
理
性
は
実
践
的
で
あ
り
…
…
う
る
」

(V̀

ま
た
反
省
的
行
為
主
体
は
根
本
法
則
の
自
覚
を
通
じ
て
自
ら
を
「
経
験
的
領
域
と
は
全
く
別
の
領

か
か
る
自
己
措
定
も
差
し
当
っ
て
は
単
に
論
理
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
カ
ン

無
条
件
的

(
k
a
t
e
,
 

「
欲
求
や
傾
向
性
か
ら
全
く
自
由
で
は
あ
り
え

従
っ
て
「
意
志
の
あ
ら
ゆ
る
主
観
的
差
異
」

即
ち
個
々
の
経
験
的
実
質
と
個
々
の
行
為
主
体
と
の
関
係
の
個
別
性
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そ
の
現
実
性
の
自
覚
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
道
徳
律
は
自
由
の
「
可
能
性
」
の
み
な
ら
ず
「
現
実
性
」
(
<
)

5
4
)

を
も
証
明
す
る
が
故
に
「
自
由
の
認
識
根
拠

(ratio
c
o
g
n
o
s
c
e
n
d
i
)
」（
V
,
4
A
n
m
.
)

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
道
徳
律
（
及
び

根
本
法
則
）
が
単
に
論
理
的
可
能
性
し
か
有
さ
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
成
立
し
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

が
論
理
的
可
能
性
の
み
な
ら
ず
現
実
性
を
も
有
す
る
こ
と
を
、

カ
ン
ト
は
、
道
徳
律

、
、
、
、
、

「
道
徳
律
は
…
…
純
粋
理
性
の
事
実
と
し
て
言
わ
ば
与
え
ら
れ
て

(
g
e
,
 

、

、

、

、

、

、

、

、

g
e
b
e
n
)
い
る
」
(
<
"
5
3
 |
|
l
傍
点
筆
者
）
と
表
現
す
る
。
道
徳
律
は
、
普
遍
妥
当
性
と
い
う
意
味
で
の
客
観
的
実
在
性
を
有
し
う
る
も
の

あ
れ
ば

S
o
l
l
e
n

の
自
覚
も
ま
た
根
本
法
則
（
及
び
個
々
の
道
徳
律
）

(
e
n
s
 
r
a
t
i
o
n
i
s
)
 
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
定
言
的
命
法
は

味
し
、

S
o
l
l
e
n

の
自
覚
が

と
こ
ろ
で
、

即
ち

「
現
実

の
自
覚
で
は
な
く
て
、
道
徳
的
絶
対
的
価
値
を
有
す
る
行

ト
は
、
根
本
法
則
の
「
思
想

(
G
e
d
a
n
k
e
n
)
」
は
「
単
に
蓋
然
的

(
p
r
o
b
l
e
m
a
t
i
s
c
h
)
」
（
V
,
3
6
)

で
あ
る
と
言
う
。

「
現
実
性
」

(V"
5
2
ー
ー
傍
点
筆
者
)
|
|
＇
『
純
粋
理
性
批
判
』

今
な
お
問
題
的

(
p
r
o
b
l
e
m
a
,
 

t
i
s
c
h
)

で
あ
る
。
反
省
的
行
為
主
体
は
根
本
法
則
の
自
覚
と
共
に
こ
の
問
題
性
を
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
の
根
本
法
則
は
単
に
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
行
為
者
は
「
あ
る
こ
と
を
為
す
べ
し

(
s
o
l
l
e
n
)

と
自
覚
す
る
が
故
に
、

そ
れ
を
為
し
う
る

(
k
i
.
i
n
n
e
n
)

と
判
断
す
る
」
(
<
"
35, vgl. 105, 
171)
と
い
う
主
張
に
お
い
て
、

普
遍
妥
当
性
を
有
す
る
根
本
法
則
（
及
び
個
々
の
道
徳
律
）

、、

「
意
志
の
能
力

(
V
e
r
m
o
g
e
n
)
」
（
<
＂

5
2
)
 

の
論
理
的
に
可
能
的
な
客
観
的
必
然
性
の
自
覚
を
意

K
o
n
n
e
n

の
自
覚
が
、

為
の
論
理
的
可
能
性
の
自
覚
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
‘
道
徳
律
や
そ
れ
を
自
己
立
法
す
る
純
粋
意
志
は
単
な
る
思
惟
物

単
に
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
行
為
を
命
ず
る
空
虚

K
o
n
n
e
n

の
自
覚
が
論
理
的
可
能
性
の
自
覚
に
と
ど
ま
ら
ず
、

W
o
l
l
e
n

(
意
欲
）
の
、

な
命
令
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
‘

性」

(V,
5
3
)

を
有
す
る
能
力
の
自
覚
、
即
ち
力
学
的
実
在
性
あ
る
い
は
実
在
的
可
能
性
の
自
覚
を
も
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

の
論
理
的
に
可
能
的
な
客
観
的
必
然
性
以
上
の
も
の
を
、

の
範
疇
表
に
従
え
ば
現
存
在
|
_
は
‘

即
ち
根
本
法
則
の
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る
。
か
く
承
認
さ
れ
る
限
り
、

い
る
哲
学
的
理
性
が
、

せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
否
‘

の
個
別
性
を
捨
象
し
た
が
、

の
で
あ
っ
た
。

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
が
、

一
体
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
理
性
の
事
実
と
称
し
て
済
ま

哲
学
的
理
性
は
仮
言
的
命
法
の
相
対
性
を
自
覚
す
る
が
故
に
、

、、

そ
こ
に
成
立
す
る
純
粋
意
志
は

そ
も
そ
も
理
性
の
事
実
と
は
何
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

、

、

、

、

、

、

一
切
の
経
験
的
実
質
を
、
ま
た
そ
れ
と
個
別
的
経
験
的
意
志
と
の
関
係

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

で
あ
る
と
同
時
に

i
.
i
b
e
r
i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l
な
性
格
を
有
す
る
も

そ
れ
故
こ
の
純
粋
意
志
の
概
念
に
は
、
自
己
と
自
己
を
も
含
む
理
性
的
存
在
者
一
般
と
の
直
接
的
綜
合
関
係
が
含
ま
れ
て

、
、
、

い
る
。
と
こ
ろ
で
道
徳
律
に
、
従
っ
て
ま
た
純
粋
意
志
に
現
実
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
理
性
的
存
在
者
の
叡
智
的
原
因
性
に
現
実
性
を
認
め

そ
も
そ
も
理
性
的
存
在
者
の
叡
智
的
存
在
は
現
実
性
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
純
粋
意
志
の
概

念
に
含
ま
れ
て
い
る
先
の
関
係
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
る
が
、
自
己
及
び
自
己
以
外
の
理
性
的
存
在
者
一
般
（
他
者
一
般
）
の
叡
智
的
存

在
は
何
ら
か
の
現
実
性
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
己
の
認
識
能
力
（
理
論
理
性
）
に
関
し
て
反
省
を
遂
行
す
る
哲
学
的
理
性
は
自
己

ま
た
そ
れ
に
即
し
て

を

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
。
即
ち
、
思
惟
の
純
粋
な
自
己
活
動
性
を
知
的
に
直
接
的
に
意
識
し
、

同
時
に
自
己
の
叡
智
的
存
在
を
「
何
か
実
在
的
な
も
の
」
と
し
て
知
的
に
直
接
的
に
意
識
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
思
惟
す
る
存
在
者
と
し

て
の
他
我
（
有
限
的
理
性
的
存
在
者
）
は
、

カ
ン
ト
に
依
れ
は
、
自
己
の
叡
智
的
存
在
を
実
在
的
（
現
実
的
）
な
も
の
と
し
て
自
覚
し
て

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
の
知
的
意
識
を
、
自
己
を
超
え
て
合
b
e
r
)
、

（
現
実
性
）
を
有
す
る
他
の
物
に
「
転
移

U
b
e
r
t
r
a
g
u
n
g
)
」
（
A
3
4
7
11 B
4
0
5
)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
他
我
と
し
て
承
認
さ
れ

i.i 
b
e
r
i
n
d
i
 v
 id
u
e
l
l

な
思
惟
す
る
存
在
者
と
し
て
の
他
我
一
般
も
ま
た
、

道
徳
律
が
か
く
現
実
性
を
有
す
る
こ
と
は
、

経
験
的
実
在
性

自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性

(
g
e
g
e
b
e
n
)

い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、

と
し
て
考
え
ら
れ
て

(
g
e
d
a
c
h
t
)
 即

ち
こ
こ
で
理
性
の
事
実
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と
先
に
言
わ
れ
て
い
た
も
の
と
は
異
な
る
。

い
る
の
で
は
な
く
、

、

、

、

、

、

、

現
実
性
と
い
う
意
味
で
の
客
観
的
実
在
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
て
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態
が
当
然
成
立
す
る
）
。

ま
た
道
徳
律
の
現
実
性
の
根
源
的
根
拠
は
、

哲
学
的
理
性
が
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
自
覚
し
て
い
る

J

の
場
合
の

l
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

は
自

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
‘

を
自
覚
し
て
い
る
。
さ
て
、
自
己
の
認
識
能
力
（
理
論
理
性
）
に
関
し
て
反
省
を
遂
行
す
る
哲
学
的
理
性
は
、
自
己
の
欲
求
能
力
（
実
践

に
関
し
て
反
省
を
遂
行
す
る
哲
学
的
理
性
と
、

反
省
主
体
と
し
て
は
同
一
で
あ
る

(vgl.
IV, 2
4
7
,
 
V, 100, 1
3
1
)
。

る
な
ら
ば
、
後
者
も
ま
た
意
志
す
る
存
在
者
と
し
て
の
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
自
覚
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
思

惟
す
る
存
在
者
と
意
志
す
る
存
在
者
と
の
、
理
論
理
性
と
実
践
理
性
と
の
同
一
性
が
哲
学
的
理
性
（
自
我
）
の
側
に
成
立
す
る
な
ら
ば
、
そ

し
て
思
惟
す
る
存
在
者
と
し
て
の
他
我
が
他
我
と
し
て
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
同
一
性
は
他
我
の
側
に
お
い
て
も
成
立
し
な
け
れ
ば

こ
と
、

i.iberindividuell

な
意
志
す
る
存
在
者
と
し
て
の
他
我
一
般
も
ま
た
、
自
己
の
叡
智
的

存
在
の
現
実
性
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
無
限
的
理
性
的
存
在
者
（
神
）
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
無
限
的

理
性
的
存
在
者
が
思
惟
物

(
G
e
d
a
n
k
e
n
d
i
n
g
)

で
あ
り
単
な
る
論
理
的
可
能
的
存
在
者
（
物
自
体
）
で
あ
る
限
り
、
ま
た
哲
学
的
理
性

に
よ
る
先
の
承
認
が
経
験
的
実
在
性
（
現
実
性
）
を
有
す
る
物
（
現
象
）
に
叡
智
的
実
在
性
（
現
実
性
）
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
限
り
、

哲
学
的
理
性
は
、
他
我
の
場
合
の
如
き
転
移
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
経
験
的
に
も
叡
智
的
に
も
現
実
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
哲
学
的
理
性
は
自
己
と
他
我
と
の
関
係
と
の
「
類
比

(
A
n
a
l
o
g
i
e
)」

的
な
意
味
に
お
い
て
、
無
限
的
理
性
的
存
在
者
を
も

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

と
称
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、

己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
決
し
て
自
覚
し
た
り
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
道
徳
律
は
、
自

有
限
的
理
性
的
存
在
者
に
対
し
て
の
み
現
実
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

(V, 6
4
)
 
U
お
い
て
、

従
っ
て
第
二
義

己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
自
覚
し
て
い
る
、
従
っ
て
自
己
を
第
一
義
的
な
意
味
に
お
い
て

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
、

、
、
、
、

（
実
践
的
自
由
の
現
実
的
な
主
体
に
関
し
て
も
こ
れ
と
同
一
の
事

ま
た
そ
の
知
的
意
識
を
転
移
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
有
限
的
理
性
的
存
在
者
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
一
方
的
に
承
認
す
る

理
性
）

そ
う
で
あ
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さ
て
、
以
上
の
議
論
は

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

こ
と
に
あ
る
。
哲
学
的
理
性
は
か
か
る
一
方
的
承
認
に
よ
っ
て
、
単
に
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
道
徳
律
と
い
う
「
思

想
」
に
現
実
性
（
実
在
性
）
を
付
与
し
、

そ
れ
を
「
実
在
化
す
る

(
r
e
a
l
i
s
i
e
r
e
n
)
」
（
<
＂
5
5
)

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
哲
学

、
、
、
、
、
、

的
理
性
は
、
個
別
的
経
験
的
意
志
の
か
の
個
別
性
を
捨
象
し
て
道
徳
律
を
論
理
的
に
可
能
的
な
も
の
と
し
て
自
ら
自
己
に
対
し
て
措
定
し
、

、
、
、

更
に
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
根
拠
と
し
て
そ
れ
を
か
く
実
在
化
す
る
が
故
に
、
理
論
理
性
に
関
す
る
哲
学
的
反
省
に
お
い
て
は

「
何
か
実
体
的
な
も
の
」
と
し
か
規
定
し
え
な
か
っ
た
自
己
の
叡
智
的
存
在
を
、
道
徳
的
絶
対
的
価
値
を
現
実

「
何
か
実
在
的
な
も
の
」

に
有
す
る
存
在
で
あ
る
と
、
今
や
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
哲
学
的
理
性
は
、
道
徳
律
に
か
く
現
実
性
を
付
与
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
自
己
を
こ
の
現
実
性
を
有
す
る
道
徳
律
の
「
主
体
」

(V,
9
6
)

で
あ
る
と
自
覚
し
、
尊
厳

(
W日
d
e
)

と
い
う
「
我
々
自
身
の
超
惑

、
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
3
8
)

性
的
な
現
実
存
在

(
E
x
i
s
t
e
n
z
)

の
崇
高
性
」
を
「
感
知
し
て
い
る

(
s
p
l
i
r
e
n
)
」
（
V
,
9
7
ー
ー
底
訪
点
筆
者
）
の
で
あ
る
。

理
論
理
性
に
関
す
る
反
省
に
お
い
て
内
容
的
に
無
規
定
・
空
虚
で
あ
っ
た
叡
智
的
存
在
が
、
実
践
理
性
に
関
す
る
反
省
に
お
い
て
初
め
て
、

追
徳
的
絶
対
的
価
値
存
在
と
い
う
内
容
的
積
極
的
規
定
即
ち

「
意
味

(
B
e
d
e
u
t
u
n
g
)
」

論
理
性
の
根
底
に
は
実
践
理
性
が
存
す
る
こ
と
、
理
論
の
根
底
に
は
実
践
が
存
し
理
性
は
根
源
的
に
は
実
践
理
性
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
ら
の
叡
智
的
存
在
の
実
在
性
あ
る
い
は
事
実
性
に
関
す
る
、

筆
者
）
と
し
か
、

根
拠
と
す
る
実
在
化
に
基
づ
か
ざ
る
を
え
ぬ
限
り
、

(40) 

や
は
り
言
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(＜＂ 
5
6
)

を
獲
得
す
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
確
実
性
に
関
す
る
哲
学
的
理
性
の
自

、
、
、

覚
を
純
粋
理
性
の
事
実
と
称
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
‘
こ
れ
こ
そ
が
「
純
粋
理
性
の
唯
一
の
事
実
」

(V,
3
6
)

で
あ
る
と
言
い
う

(39) 

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
の
実
在
化
に
基
づ
か
ざ
る
を
え
ぬ
道
徳
律
の
現
実
性
・
事
実
性
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
こ
の
唯
一
の
事
実
を

、
、
、

「
純
粋
理
性
の
事
実
と
し
て
言
わ
ば

(
g
l
e
i
c
h
s
a
m
)

与
え
ら
れ
て
い
る
」

の
叡
智
的
存
在
の
側
面
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
カ
ソ
ト
の

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

概
念
の
特
徴

（
傍
点

J

の
こ
と
は
理

と
こ
ろ
で
、
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e
s
s
e
n
d
i
)
」
（
<
"
4
 
A
n
m
.
)

で
あ
る
。

理
論
理
性
に
関
す
る
反
省
を
遂
行
し
た
哲
学
的
理
性
は
、

J

の
こ
と
を
既
に
自
覚
し
て
い
た
。

「
存
在
根
拠
(
r
a
t
i
o

は
、
叡
智
的
存
在
の
知
的
意
識
と
純
粋
な
自
己
活
動
性
の
知
的
意
識
と
が
直
接
的
に
合
一
し
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
‘

作
用
の
側
面
に
関
し
て
も
、
以
上
の
議
論
と
同
様
の
こ
と
が
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
が
単
に
論
理
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
に
せ
よ
、

成
立
し
え
な
い
と
す
れ
ば
直
ち
に
廃
棄
さ
れ
る

(vgl.
A
5
3
4
 11 B
5
6
2
)
。

ま
た
現
実
性
を
有
す
る
に
せ
よ
、
逍
徳
律
は
、
先
験
的
自
由
が
論
理
的
に

、
、
、

即
ち
先
験
的
自
由
は
道
徳
律
の
論
理
的

だ
が
実
践
理
性
に
関
す
る
反
省
を
遂
行
し
て
い
る
哲
学
的
理
性
は
、
道
徳
律
が
現
実
性
を
有
す
る
こ
と
を
今
や
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
、

道
徳
律
の
こ
の
現
実
性
を
根
拠
に
し
て
「
自
由
の
蓋
然
的
（
問
題
的
）
概
念
」
に
実
在
性
（
現
実
性
）
を
付
与
し
、

そ
の
知
的

ま
た
そ
の
実
在
性
を

「
保
証

(
S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
」（
V
,
5
5
)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
そ
の
問
題
性
を
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
現
実
性
を
有
す
る
「
道

徳
律
が
、
こ
の
法
則
が
自
己
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
存
在
者
（
哲
学
的
理
性
l

筆
者
付
注
）
に
お
い
て
、
自
由
の

現
実
性
を
」

(V,
5
4
)

証
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
哲
学
的
理
性
は
、
現
実
性
を
有
す
る
道
徳
律
が
自
由
の
現

実
性
の
「
認
識
根
拠
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
哲
学
的
理
性
は
、
逆
に
現
実
性
を
有
す
る
自
由
が
道
徳
律
の

実
在
的
「
存
在
根
拠
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
後
者
の
自
覚
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
既
述
の
如
く
‘

理
論
理
性
に
関
す
る
反
省
を
遂
行
す
る
哲
学
的
理
性
は
、
自
由
の
現
実
性
も
実
在
的
可
能
性
も
主
張
し
え
ず
、
先

験
的
自
由
の
論
理
的
可
能
性
を
主
張
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
思
惟
と
い
う
自
己
活
動
性
を
知
的
に
直
接
的
に
意
識
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
で
思
惟
能
力
は
、
元
来
現
象
の
み
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
感
性
的
制
約
を
超
え
、
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
物
自
体
に
ま
で
及
び
う

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
独
立
性
の
故
に
、
こ
の
自
己
活
動
性
の
知
的
意
識
は
「
あ
る
種
の
自
由
の
慈
識
」
と
称
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
思

惟
の
こ
の
自
由
は
、
感
性
的
制
約
か
ら
の
独
立
性
と
い
う
点
で
は
、

な
る
ほ
ど
先
験
的
自
由
と
同
一
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
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的
な
〔
疑
い
の
な
い
〕

「
純
粋
に
知
的
」
で
あ
る
と
は
い

「
単
に
実
践
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
実
在
性
」

前
者
は
実
在
的
可
能
性
あ
る
い
は
力
学
的
実
在
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
論
理
的
可
能
性
し
か
有
さ
ぬ
後
者
と
決
定
的
に
異
な
っ
て

、
、
、
、
、

い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
思
惟
は
現
実
的
能
力
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
哲
学
的
理
性
は
、
自
ら
の
思
惟
の
自
由
を
自
覚
し
て
い
る
限

り
、
こ
の
自
覚
を
根
拠
と
し
て
、
従
っ
て
全
面
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
先
験
的
自
由
に
実
在
性
（
現
実
性
）
を
付
与
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
思
惟
の
自
由
は
、
力
学
的
実
在
性
を
有
す
る
と
は
い
え
、

(
S
e
l
b
s
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
)

と
い
う
「
意
味
」
、
即
ち
道
徳
律
を
自
ら
措
定
し
、
自
ら
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
自
己
の
道
徳
的
使
命

(
B
e
s
t
i
m
,
 

、
、
、

そ
の
空
虚
さ
を
実
践
的
自
由
と
し
て

「
補
完
」

あ
る
が
、

(V, 5
5
)
 

か
の
独
立
性
以
外
に
は
何
―
つ
内
容
的
規
定
を
有
さ
ず
、
従
っ
て
空
虐

こ
の
空
虚
な
自
由
の
意
識
に
対
し
て
、

内
容
的
「
積
極
的
規
定
」

(V,
5
4
)

と
し
て
付
与
し
、

、
、
、
、

「
充
実
」
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
ら
を
実
践
的
自
由
の
現
実
的
な
主
体
で
あ
る
と
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

「
意
味
」

を、

理
論
理
性
と
実
践
理
性
と
の
関
係
に
関
す
る
上
述
の
事
態
は
こ
こ
に
も
現
れ
る
）
。

道
徳
律
の
実
在
的

自
律
的
自
己
限
定

（
当
然
の
こ
と
で

「
存
在
根
拠
」
に
関
す

る
上
述
の
自
覚
は
、
哲
学
的
理
性
が
、
論
理
的
可
能
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
空
虚
で
あ
っ
た
自
由
を
、
現
実
的
で
内
容
の
充
実
し
た
実
践

的
自
由
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、

と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
は
、
道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
は
「
客
観
的
な
そ
し
て
単
に
実
践
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
に
も
か

、
、
、

か
わ
ら
ず
疑
い
え
な
い
実
在
性

(
o
b
j
e
 k
t
 i
v
 e
 u
n
d
,
 o
b
g
l
e
i
c
h
 
n
u
r
 p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
,
 d
e
n
n
o
c
h
 u
n
b
e
z
w
e
i
f
e
l
t
e
 
R

e

 a
 
1
 

i
t
 a
t
)
」

、
、
、
、

確
か
に
道
徳
律
も
実
践
的
自
由
の
概
念
も
、
論
理
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
に
対
し
て
必
当
然

を
有
す
る
と
言
う
。

(
a
p
o
d
i
k
t
i
s
c
h
)

妥
当
性
（
実
在
性
）
を
有
し
て
い
る
。
だ
が
、

を
有
す
る
と
は
、
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
「
疑
い
え
な
い
実
在
性
」
と
は
、
先
の
こ
と
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
理
論
理
性
の
領
域
に
お
い
て
、
自
己
の
叡
智
的
存
在
に
関
す
る
哲
学
的
理
性
の
直
接
的
意
識
は
、

m
u
n
g
)

と
す
る
と
い
う

で
あ
る
。

だ
が
道
徳
律
の
現
実
性
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
哲
学
的
理
性
は
、
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「
何
ら
か
の
経
験
的
表
象
な
く
し
て
は
『
我
思
う
』
と
い
う
働
き
は
や
は
り
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」

(
B
4
2
3

A
n
m
.
)
と
言
わ
れ
る

、
、
、
、
、
、

如
く
、
経
験
的
表
象
を
限
定
す
る
働
き
に
即
し
て
成
立
す
る
「
綜
合
の
意
識
」

(
B
1
3
3
,

vgl. B
1
5
8
 A
n
m
.
)

で
あ
っ
た
。

は
経
験
的
表
象
を
綜
合
統
一
す
る
作
用
か
ら
実
在
的
な
意
味
に
お
い
て
独
立
し
て
は
成
立
し
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
‘

、
、
、
、
、
、
、
、
、

実
践
理
性
の
領
域
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
道
徳
律
の
論
理
的
可
能
性
の
意
識
は
、
経
験
的
格
率
を
措

、
、
、
、
、
、

定
す
る
働
き
、
即
ち
経
験
的
意
志
の
働
き
に
即
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
欲
求
の
経
験
的
実
質
の
、
意
志
の
規
定
根
拠
か

ら
の
分
離
・
捨
象
は
単
に
論
理
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、

る
限
り
「
直
接
的
に
意
識
」
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
は

「
疑
い
え
な
い
実
在
性
（
現
実
性
）
」
を
有
す
る
と

そ
れ
は
こ
の
こ
と
を
意
味
し

ま
た
、
道
徳
律
は
経
験
的
意
志
に
関
す
る
具
体
的
反
省
過
程
を
反
省
す

「
内
在
的

(
i
m
m
a
n
e
n
t
)
」
と
「
超
越
的

(
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
)
」

(＜＂ 
5
4
)

と

の
限
界
に
立
つ
哲
学
的
理
性
は
、
自
己
の
感
性
的
存
在
の
現
実
性
と
同
時
に
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
を
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
、

道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
の
現
実
性
（
実
在
性
）
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
現
実
性
を
有
す
る
道
徳
律
及
び

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

実
践
的
自
由
は
経
験
的
意
志
の
働
き
か
ら
実
在
的
な
意
味
に
お
い
て
独
立
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
哲
学
的
理
性
は
、
こ
の
現
実
性
の
保
証

に
際
し
て
、
臣
erindividuell
な
「
理
性
的
存
在
者
の
意
欲
と
い
う
概
念
」
と

individuell
な
自
ら
の
「
行
為
の
意
欲
」
と
を
「
直
接

（
実
在

的
に
」
綜
合
し
、
自
ら
の
意
志
を
自
ら
限
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

性
）
は
、
こ
の
直
接
的
綜
合
に
よ
る
自
律
的
自
己
限
定
と
い
う
実
践
的
な
働
き
に
即
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
道
徳
律
及

道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
の
現
実
性

び
実
践
的
自
由
が
「
単
に
実
践
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
実
在
性
（
現
実
性
）
」

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
の
現
実
性
は
、
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
に
関
す
る
哲
学
的
理
性
の
自
覚
、

、
、
、

即
ち
純
粋
理
性
の
事
実
性
の
自
覚
を
根
源
的
根
拠
と
し
て
い
る
が
故
に
、

言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

え、

だ
が

を
有
す
る
と
言
わ
れ
る
時
、

n
ち、

日

そ
れ
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以
上
の
如
く
、
道
徳
律
及
び
実
践
的
自
由
の
現
実
性
は
、
哲
学
的
理
性
の

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z

た
る
こ
と
の
自
覚
、

粋
理
性
(
=
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
z
)

の
唯
一
の
事
実
と
称
さ
れ
る
べ
き
、
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
事
実
性
の
自
覚
に
基
づ
い
て
い
る
。
だ
が
哲
学

先
ず
第
一
に
、
哲
学
的
理
性
の
自
己
同
一
性
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
り
先
に
筆
者
は
、
理
論
理
性
に
関
す
る
反
省
主
体
と
実
践
理
性

に
関
す
る
反
省
主
体
と
の
同
一
性
を
根
拠
と
し
て
、

に
関
す
る
後
者
の
自
覚
を
導
出
せ
ん
と
し
た
。

両
反
省
主
体
の
、

ま
た
理
論
理
性
と
実
践
理
性
と
の
同
一
性
の
自
覚
は
成
立
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
哲

学
的
理
性
の
自
己
同
一
性
は
一
体
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
哲
学
的
理

性
が
実
践
理
性
の
領
域
に
お
い
て
も
自
己
の
叡
智
的
な
現
実
存
在
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
が
、
理
論
理
性
の
領
域
と
は
無
関
係
に
主
張
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

自
覚
は
、

そ
れ
は
如
何
に
し
て
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
回
更
に
、
叡
智
的
な
現
実
存
在
の
自
覚
の
同
一
性
か
ら
理
論

理
性
及
び
実
践
理
性
と
し
て
の
哲
学
的
理
性
の
自
己
同
一
性
を
仮
に
禅
出
し
う
る
と
し
て
も
、
な
お
問
題
は
残
る
。
こ
の
自
己
同
一
性
の

そ
れ
が
自
己
の
叡
智
的
な
現
実
存
在
を
自
覚
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
自
己
同
一

的
で
あ
る
と
は
い
え
、
哲
学
的
理
性
は
理
論
理
性
及
び
実
践
理
性
と
し
て
差
異
性
を
も
有
し
て
い
る
。
既
述
の
如
く
、
理
論
理
性
の
根
底

に
は
実
践
理
性
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
純

ま
た
自
己
の
叡
智
的
存
在
の
現
実
性
に
関
す
る
前
者
の
自
覚
を
根
拠
と
し
て
、

し
か
し
む
し
ろ
逆
に
、
叡
智
的
な
現
実
存
在
の
自
覚
の
同
一
性
を
根
拠
と
し
て
初
め
て
、

ま
た
両
理
性
は
「
適
用
に
お
い
て
の
み
区
別
さ
れ
」

の
適
用
に
基
つ
く
差
異
性
は
一
体
如
何
な
る
適
用
か
ら
、

ま
た
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

的
理
性
の
上
述
の
実
践
的
反
省
に
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ

カ
ン
ト
は
理
論
理

(
I
V
,
 2
4
7
)

る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
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註
(
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
)
 
:¥ll1IT
」

(VI,
2
4
2
)
 

Al
し
て
の
最
高
善
の
問
題
は
、
カ
ソ
ト
自
身
に
と
っ
て
未
だ
明
確
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
な

を
有
し
て
い
る

(
v
g
l
.

V, 1
2
0
f
f
.
)
。

n
ち、

日ム

に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る

g
e
n
z

で
あ
る
と
承
認
し
う
る
の
で
あ
っ
た
が

「
カ
ソ
ト
は

一
般
を
自
己
と
同
一
の

Intelli
,
 

性
と
実
践
理
性
と
の
同
一
性
を
最
初
か
ら
前
提
し
、

第
二
に
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
別
々
に
論
じ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
カ
ソ
ト
自
身

の
「
完
全
に
体
系
的
な
統
一
性
」
を
未
だ
「
洞
察
」
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
、

「
純
粋
な
理
性
能
力
全
体
」

カ
ン
ト
自
身
の
告
白
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

(
v
g
l
.

IV, 2
4
7
,
 
V, 1
0
0
)
。
命
5
々
~
は
こ
こ
に
カ
ソ
ト
の
批
判
哲
学
の
―
つ
の
重
大
な
ア
ポ
リ
ア
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

カ
ソ
ト
（
哲
学
的
理
性
）
の
実
践
的
反
省
の

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
性
格
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
既
述
の
如
く
、
自
己
の
叡
智

的
な
現
実
存
在
に
関
す
る
哲
学
的
理
性
の
知
的
直
接
的
意
識
は

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
「
こ
の
私
」
の
意
識
で
あ
っ
た
。
勿
論
哲
学
的
理
性
は
、

他
の
物
に
そ
れ
を
転
移
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

i
i
b
e
r
i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
有
限
的
理
性
的
存
在
者
（
他
我
）

そ
の
実
践
的
反
省
に
は
な
お

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
性
格
が
残
存
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、

快
楽
主
義
の
原
理
を
利
己
主
義
と
同
一
視
し
て
い
る
。
幸
福
を
求
め
る
こ
と
と
自
己
自
身
の
幸
福
を
求
め
る
こ
と
が
…
…
暗
黙
の
う
ち
に

(
4
1
)
 

同
一
視
さ
れ
て
い
る
」

（
傍
点
筆
者
）
と

L
.
w
．
ベ
ッ
ク
が
述
べ
て
い
る
様
に
、

カ
ソ
ト
は
そ
の
実
践
的
反
省
の
過
程
に
お
い
て
、
叡

智
的
存
在
の
場
合
と
は
異
な
り
、
自
己
の
感
性
的
存
在
の
個
別
性
に
固
執
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
小
論
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
幸
福
で
あ
る
に
値
す
る
こ
と
と
し
て
の
徳
と
幸
福
と
の
実
在
的
な
綜
合
統
一
た
る
最
高
善
の
概
念
も
ま
た

i
n
d
i
v
i
d
u
e
l
l

な
性
格

『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教
』

「
共
同
的
な

い
。
そ
れ
故
‘
こ
の
問
題
は
カ
ン
ト
の
将
来
の
内
面
的
発
展
に
と
っ
て
―
つ
の
新
た
な
課
題
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

も
明
確
に
し
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は

「
共
通
の
原
理
」
か
ら
理
論
理
性
と
実
践
理
性
と
を
「
統
一
」
し
、
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(

1

)

カ
ソ
ト
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
カ
ッ
ツ
ー
ラ
］
版

(
I
m
m
a
m
L
e
l
k
a
ミ
s
W
e
r
k
e
,
 
hrsg. 
v
o
n
 E
.
 
C
a
s
s
i
r
e
r
)

に
基
づ
く
。
『
純
粋
理
性
批

判
』
か
ら
の
引
用
の
み
巻
数
を
略
し
、
第
一
版
を
A
、
第
二
版
を
B
と
し
て
そ
の
頁
数
を
本
文
中
に
記
し
た
。
他
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
巻
数
を

ロ
ー
マ
数
字
で
、
頁
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
表
わ
し
本
文
中
に
記
し
た
。

(

2

)

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る

Intelligenz
概
念
の
意
義
に
関
し
て
は
、
『
哲
学
論
叢
』
第
十
号
及
び
第
十
四
号
（
大
阪
大
学
文
学
部
哲
学
哲

学
史
第
二
講
座
発
行
、
昭
和
五
十
七
年
、
五
十
九
年
）
所
載
の
拙
論
「
カ
ソ
ト
の
理
性
批
判
と
批
判
理
性
」
及
び
「
カ
ン
ト
の
先
験
的
弁
証
論
」
で

既
に
論
じ
て
い
る
。
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(3)H• 

H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 P
e
r
s
o
n
l
i
c
裟
e
i
t
s
b
e
w
u
j
l
t
s
e
i
n
u
n
d
 D
i
n
g
 a
n
 sich 
in 
d
e
r
 
K
a
き
'schen

P
h
i
l
o
s
o
p
l
苦
K
a
n
t
,
 
S
t
u
d
i
e
n
,
 
E
r
g
a
n
、

z
u
n
g
s
h
e
f
t
e
 
71, B
o
u
v
i
e
r
 `
 
1971, 
s. 251. 

(

4

)

先
験
的
自
由
の
二
つ
の
意
味
に
関
し
て
は
前
掲
の
拙
論
「
カ
ソ
ト
の
先
験
的
弁
証
論
」
参
照
。

(

5

)

カ
ソ
ト
は
力
学
的

(
d
y
n
a
m
i
s
c
h
)
と
い
う
語
を
数
学
的

(
m
a
t
h
e
m
a
t
i
s
c
h
)
と
い
う
語
と
対
に
し
て
用
い
る
。
後
者
が
「
直
観
に
の
み
関
係
す

る
」
場
合
の
用
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
「
現
象
一
般
の
現
存
在
」

(
A
l
6
0
11 B
l
9
9
,
 vgl. B
l
l
O
)

に
も
関
係
す
る
場
合
の
用
語
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
叡
智
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
実
在
的
な
自
己
の
現
存
在
を
自
覚
し
つ
つ
自
己
活
動
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
自

己
活
動
性
は
、
先
の
用
法
と
の
類
比
的
な
意
味
で
力
学
的
実
在
性
を
有
す
る
と
言
い
う
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
活
動
性
を
、
カ
ン
ト
は
端
的
に
「
悟

性
と
意
志
」

(
A
6
2
7
11 B
6
5
5
)
と
言
う
。
ま
た
、
通
常
ヵ
ソ
ト
は
実
在
性
と
い
う
語
を
大
旨
妥
当
性
と
い
う
意
味
で
用
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
異
な

り
、
後
述
す
る
実
践
的
実
在
性
の
場
合
と
同
様
に
現
実
性
を
意
味
す
る
。
即
ち
力
学
的
実
在
性
及
び
実
践
的
実
在
性
と
い
う
語
は
、
自
己
の
叡
智
的

、
、
、
、
、
、

な
現
実
存
在
に
即
し
た
、
悟
性
及
び
意
志
の
働
き
（
能
力
）
の
現
実
性
を
意
味
す
る
。
な
お
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
力
学
的
実
在
性
と
い
う

語
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

V
g
l
•
H
•
H
e
i
m
s
o
e
t
h
,
 T
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e
 D
i
a
l
e
k
t
i
k
,
 W
a
l
t
e
r
 
d
e
 
G
r
u
y
t
e
r
,
 3. 
Tei!, 1969, S. 545. 

(

6

)

小
論
で
は
、
『
実
践
理
性
批
判
』
「
分
析
論
」
第
二
章
「
純
粋
実
践
理
性
の
対
象
の
概
念
に
つ
い
て
」
及
び
第
三
章
「
純
粋
実
践
理
性
の
動
機
に

つ
い
て
」
に
お
い
て
問
題
と
な
る
、
純
粋
実
践
理
性
と
悟
性
及
び
惑
性
と
の
関
係
に
関
す
る
実
践
的
反
省
の
過
程
、
及
び
「
弁
証
論
」
に
お
け
る
実

践
的
反
省
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

(

7

)

 

V
g
l
.
 A
7
8
7
 11 B
8
1
5
,
 A
7
4
4
 11 B
7
7
2
,
 I
V
,
 8. 

(

8

)

 

V
g
l
.
 I
V
,
 2
7
0
,
3
0
0
,
 3
 0
 8,318, V
,
 6
2
 u
s
w
.
 V
g
l
.
 a
u
c
h
 
L• 

vV. B
e
c
k
,
 A
 C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 o
n
 K
a
n
t
'
s
 ̂
'Critique o
f
 P
r
a
c
t
i
c
a
l
 R
e
a
s
o
n
.
 ＂＂-

T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 
C
h
i
c
a
g
o
 Press, 1
9
6
0、
p
p
.
37-40, 75-76. 
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(

9

)

 

V
 gl. I
V
,
 251, 255, 289, V
,
 28, 29. 

(
1
0
)
 

V
g
l
.
 L. W
.
 Be
c
k
,
 A
p
o
d
i
c
t
i
c
 I
m
p
e
r
a
t
i
v
e
s
 in 
t
h
e
'
^
 S
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 of 
K
a
n
t
.
"
,
 
T
h
e
 B
o
b
b
s
 ,
 
M
e
r
r
i
l
l
 
C
o
m
p
a
n
y
.
 

Inc., 1965, pp. 1
7
7
-
1
9
9
.
 

(
1
1
)
 

K
a
n
t
s
 g
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 
S
c
h
r
i
f
t
e
n
,
 hrsg. 
v
o
n
 
d
e
r
 
K
o
n
i
g
l
i
c
h
 
P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 
A
k
a
d
e
m
i
e
 
d
e
r
 W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
 
E
d
.
 X
V
,
 S. 448, 

R
e
f
l
.
1
0
0
8
. 

(
1
2
)
 

K
a
n
t
s
 g
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 S
c
h
r
i
f
 ten, E
d
.
 X
V
,
 S. 448, Refl. 1008. 

(
1
3
)
k
g
 ts 
g
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 S
c
h
r
i
f
t
e
n
,
 E
d
.
 X
I
X
,
 S. 228, Refl. 7020. 

(
1
4
)
 

L. W
.
 B
e
c
k
,
 A
 c
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 o
n
 K
a
n
t
'
s
'
^
 Cr
i
t
i
q
u
e
 
o
f
 P
r
a
 3・
c
a
l
 R
e
a
s
o
n
.
"
,
 p. 81. 

(
1
5
)

ま
た
、
推
論
が
省
略
さ
れ
た
形
で
為
さ
れ
る
こ
と
も
、
行
為
者
が
推
論
を
明
確
に
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
実
際
に
は
決
し
て
稀
で
は
な
い
。

V
g
l
.
 B
.
 A
u
n
e
,
 K
a
n
t
'
s
 
T
h
e
o
r
y
 o
f
 M
o
r
a
l
s
,
 P
r
i
n
c
e
t
o
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1979, p
p
.
1
2ー

16.

(
1
6
)
 Vgl• 

V
,
1
6
,
2
2
,
2
3
,
4
3
,
5
 0
 ,
 52
 ̀

 
64, 7
3
 
u
s
w
.
 

(
1
7
)
 

L. W
.
 Be
c
k
,
 ibid., p. 92. 

(
1
8
)

純
粋
実
践
理
性
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

(
1
9
)
 

L. W
.
 Be
c
k
,
 ibid., p. 85. 

(
2
0
)

両
命
法
の
形
式
の
転
換
に
関
し
て
は
、
小
西
国
夫
著
『
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
』
（
創
文
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
教
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

(
2
1
)
 

V
 gl. B
.
 A
u
n
e
,
 ibid., p. 
13・ 

(
2
2
)
 

V
 gl. I
V
,
 255, V
,
 81, 135, 159. 

(

2

3

)

技
巧
的
命
法
に
お
け
る

S
o
l
l
e
n
と
い
う
語
は
、
上
述
の
因
果
結
合
の
必
然
性
の
自
覚
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
分
析
的
命
題
の
妥
当
性
を

自
己
の

W
i
l
l
k
u
r

に
対
し
て
仮
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
必
然
性
の
自
覚
を
も
表
現
し
て
い
る
。

(
2
4
)

カ
ン
ト
は
、
格
率
そ
れ
自
身
の
論
理
的
自
己
矛
盾
と
意
欲
の
実
在
的
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
完
全
義
務
と
不
完
全
義
務
と
を
区
別
す
る
。

(
2
5
)
 

V
 gl. I
V
,
 258, 279, 304. 

(
2
6
)
 

V
g
l
.
 I
V
,
 2
5
7
,
3
2
2
,
 V
,
 34. 
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(
2
7
)
 

V
g
l
.
 I
V
,
 2
9
2
,
2
9
6
,
3
0
0
,
2
4
8
,
2
5
6
,
2
6
1
,
 
u
s
w
.
 

(
2
8
)
 

a
b
s
o
n
d
e
r
n
 
(
A
2
1
 11 B
3
5
,
 A
2
2
 11 B
3
6
)
,
 
a
b
t
r
e
n
n
e
n
 
(
A
2
2
 11 B
3
6
)
,
 
a
b
s
t
r
a
h
i
e
r
e
n
 
(
A
2
7
 11 B
4
3
,
 A
3
2
 11 B
4
9
)
,
 
a
u
f
h
e
b
e
n
 
(
A
3
1
 11 

B
4
6
)
,
 
w
e
g
l
a
s
s
e
n
 (
B
5
)
,
 
w
e
g
n
e
h
m
e
n
 (
A
3
1
 11 B
4
6
)
,
 
w
e
g
f
a
l
l
e
n
 (
A
3
1
 11 B
4
6
)
,
 
i
s
o
l
i
e
r
e
n
 
(
A
2
2
 11 B
3
6
,
 A
6
2
 11 B
8
7
,
 A
3
0
5
 11 B
3
6
2
)
 

u
s
w
.
 

(
2
9
)こ
の
点
に
関
し
て
、
「
私
は
友
人
達
に
快
く
尽
す
が
、
し
か
し
悲
し
い
か
な
私
は
そ
れ
を
快
適
の
念
を
も
っ
て
す
る
の
で
あ
る
。
•
•
…
·
」
と
い

う
シ
ラ
ー
の
か
の
有
名
な
風
刺
詩
が
、
冗
談
か
真
面
目
か
は
別
と
し
て
、
当
を
得
て
い
な
い
こ
と
は
朋
ら
か
で
あ
る
。

V
gl. 
H
.
 J. P
a
t
o
n
,
 
T
h
e
 

M
o
r
a
l
 L
a
w
,
 H
u
t
c
h
i
n
s
o
n
,
 1
9
4
8
,
 p. 19., S
.
 D. R
o
s
s
,
 K
 ̀

 

a
n
t
s
 E
t
苓
a
l
T
h
e
o
r
y
,
 O
x
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 1
9
5
4
,
 p
p
.
 1
6ー

17.

(
3
0
)
 

V
g
l
.
 V
,
 1
0
5
,
1
0
6
,
1
1
0
.
 

(
3
1
)
 

V
g
l
.
 V
,
 34, 49, 54. 

(32)

<• 

3
3
の

a
n
h
e
b
e
nと
い
う
語
、
V
•5
2

の
a
n
f
a
n
g
e
n

と
い
う
語
等
を
参
照
。

(

3

3

)

 

V
g
l
.
 I
V
,
 2
7
9
,
2
9
5
,
2
9
6
,
2
9
7
.
 

(
3
4
)
 

V
 gl. I
V
,
 2
6
8
,
 285・ 

(
3
5
)
 

V
g
l
.
 I
V
,
 2
7
0
,
3
0
0
,
3
0
8
,
3
1
8
,
 V
,
 62. 

(

3

6

)

小
論
で
は
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
の
純
粋
意
志
が
善
意
志
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
は
、
純
粋
実
践
理
性
と
悟
性
と
の
関
係
に
関
す
る
哲
学
的
反

省
を
通
じ
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
註
(

6

)

参
照
。

(
3
7
)
 

s
e
t
z
e
n
,
 v
e
r
s
e
t
z
e
n
,
 v
e
r
l
e
g
e
n

と
い
う
語
は
、

I
V
,
3
1
3
,
 3
1
4
,
 3
1
7
,
 3
1
8
,
 V
,
 48, 50, 55, 5
6

に
目
ダ
ら
ご
れ
る
。

(
3
8
)

こ
の
語

(
s
p
i
i
r
e
n
)

は
、
カ
ン
ト
本
来
の
意
味
に
お
け
る
認
識

(
e
r
k
e
n
n
e
n
)

を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
神
的
知
的
直
観
と
は
区
別

さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
知
的
直
観
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ソ
ト
は
か
か
る
知
的
直
観
を

f
l
i
h
l
e
n

(
I
V
,
 3
0
9
)
,
 
s
i
c
h
 
b
e
w
u
B
t
 s
e
i
n
 
(
I
V
,
 

3
2
1
,
 V
,
 4
8
,
 vgl. V
,
 1
0
8
)
,
 
g
l
a
u
b
e
n
 
(
I
V
,
 3
1
9
)

と
い
っ
た
韮
g

で
も
表
現
し
て
い
る
。
な
お
理
論
理
性
の
領
域
に
お
い
て
は
、
何
れ
も
本
来
の
意

味
と
は
異
な
る
が
、

W
a
h
r
n
e
h
m
u
n
g
(
A
3
4
3
 11 B
4
0
1
,
 B
4
2
2
 A
n
m
.
,
 B
4
2
3
 A
n
m
.
)
,
 
e
r
k
e
n
n
e
n
 (
A
5
4
6
 11 B
5
7
4
)
,
 G
e
f
i
i
h
l
 (
I
V
,
 8
7
 A
n
m
.
)
 

と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
の
拙
論
「
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
と
批
判
理
性
」
参
照
。

(
3
9
)

カ
ン
ト
自
身
は
実
際
に
は
、
奇
妙
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
道
徳
律
が
与
え
ら
れ
て

(
g
e
g
e
b
e
n
)

い
る
と
見
な
さ

(
a
n
s
e
h
e
n
)

れ
る
こ
と
を
「
純

粋
理
性
の
唯
一
の
事
実
」
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、
筆
者
の
解
釈
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
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(

4

0

)

 

(
4
1
)
 

g
l
e
i
c
h
s
a
m

の
付
加
し
た
例
と
し
て
は
、
他
に
く
,
6
2
,
 1
0
0
,
 
114
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

L. W. Be
c
k
,
 ibid., p. 1
0
0
.
 

（
研
修
生
）




